
ム
ト
ス
と
ム
ズ
の
表
現
性

－
　
院
政
・
鎌
倉
の
片
仮
名
文
資
料
を
中
心
に

は
じ
め
に

ム
ト
ス
と
ム
ズ
と
は
同
義
語
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
で

あ
る
。
し
か
し
、
全
く
同
一
の
意
味
・
機
能
で
形
の
異
な
る
二
語
（
形
）
　
が
共

存
す
る
こ
と
は
、
一
般
的
に
は
、
考
え
難
い
。
従
っ
て
、
ム
ズ
も
ム
・
ム
ト
ス

と
は
異
な
る
用
法
や
表
現
価
値
等
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
存
在
し
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
れ
ま
で
も
諸
先
学
に
よ
っ
て
、
ム
ト
ス
と
ム
ズ
と
の
成
立
や
両

者
間
に
あ
る
基
本
的
な
異
同
は
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
特
に
文
体
的
・
時
代
的
な

特
徴
や
相
違
に
つ
い
て
は
共
時
的
に
も
適
時
的
に
も
考
察
が
加
え
ら
れ
て
き
て

（1）

お
り
、
そ
の
変
遷
な
ど
に
つ
い
て
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
部
分
は
多
い
。

ム
ズ
の
性
格
を
考
え
る
場
合
、
従
来
行
わ
れ
て
き
た
よ
う
に
、
ム
ト
ス
と
対

比
し
な
が
ら
見
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ま
で
も
両
者
間

の
相
違
は
検
討
さ
れ
て
き
た
が
、
本
稿
で
は
先
学
の
成
果
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

従
来
の
捉
え
方
だ
け
で
充
分
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
、
改
め
て
ム
ト
ス
と
ム
ズ
と

田

　

中

　

雅

　

和

の
表
現
性
の
異
同
、
特
に
ム
ズ
の
表
現
性
の
特
徴
に
つ
い
て
、
今
ま
で
と
は
異

な
っ
た
視
点
で
検
討
・
考
察
を
加
え
よ
う
と
思
う
。

調
査
対
象
に
は
、
院
政
・
鎌
倉
の
片
仮
名
文
（
広
義
の
和
漢
混
清
文
を
代
表

（2）

さ
せ
る
）
資
料
を
主
に
用
い
る
が
、
そ
の
こ
と
の
意
義
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

ま
ず
、
ム
ト
ス
と
ム
ズ
と
の
間
に
意
味
の
差
異
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
た
の
は
平

安
前
期
の
和
文
に
お
け
る
用
例
で
あ
っ
て
、
後
半
期
に
は
同
義
に
近
く
な
っ
て

（3）

い
る
と
さ
れ
る
（
そ
れ
以
外
に
も
、
用
い
ら
れ
る
場
面
や
文
体
の
違
い
は
し
ば

し
ば
指
摘
さ
れ
て
き
た
）
。
和
文
に
お
け
る
両
者
間
の
差
異
や
ム
ズ
の
特
質
と
、

和
漢
況
清
文
に
お
け
る
そ
れ
と
を
、
全
く
同
一
の
性
格
の
も
の
と
捉
え
て
よ
い

か
ど
う
か
は
、
問
い
直
し
て
み
る
価
値
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。
こ
れ
は
、
論
者

が
こ
れ
ま
で
の
考
察
を
通
し
て
、
所
謂
付
属
語
（
助
詞
・
助
動
詞
）
　
の
意
味
・

用
法
は
和
文
に
お
け
る
場
合
と
和
漢
混
清
文
に
お
け
る
場
合
と
で
は
異
な
り
、

和
漢
混
清
文
の
方
に
は
よ
り
本
質
的
な
部
分
が
現
れ
易
い
と
考
え
て
い
る
こ
と

（

’

）

に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
次
に
、
ム
ズ
　
（
ウ
ズ
）
が
中
世
の
口
語
を
特
徴
付
け



る
語
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
主
に
キ
リ
シ
タ
ソ
資
料
・
抄
物
・
狂
言
台
本
等
を
通

じ
て
、
そ
の
特
徴
が
様
々
に
論
じ
ら
れ
、
そ
の
中
で
ベ
シ
と
の
類
似
性
な
ど
も

（5）

指
摘
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
院
政
・
鎌
倉
の
和
洪
混
拾
文
に
お
け
る
ム
ト
ス

と
の
断
続
関
係
等
に
関
す
る
検
討
は
、
必
ず
し
も
充
分
で
な
い
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
ム
ズ
の
成
立
は
ム
ト
ス
と
密
接
に
関
係
し
た
と
認
め
ら
れ
る
の
で
、
ム
ト

ス
の
意
味
・
機
能
と
の
連
続
性
な
り
、
断
絶
（
或
は
ム
ト
ス
か
ら
ム
ズ
へ
の
変

遷
）
　
な
り
が
指
摘
し
得
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
従
来
、
両
者
の
異
質
性
に
つ

い
て
は
多
く
触
れ
ら
れ
て
き
た
が
、
同
質
性
に
着
目
し
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
は

あ
ま
り
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
ム
ト
ス
は
洪
文
訓
読
に
よ
っ
て

初
め
て
行
わ
れ
た
語
法
で
は
な
い
が
、
和
文
よ
り
も
訓
読
系
の
文
体
中
で
積
極

的
に
用
い
ら
れ
、
漢
文
訓
読
と
よ
り
密
接
な
関
係
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
と
認

め
得
る
。
従
っ
て
、
和
漢
混
清
文
に
お
け
る
意
味
・
機
能
を
検
討
す
る
こ
と
は
、

ム
ズ
の
本
質
的
な
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
、
有
効
か
つ
歪
要
で
あ
る
と
考

え
る
の
で
あ
る
。一

、
ム
ズ
の
意
志
表
現
　
（
対
地
的
意
志
）

ム
ズ
を
口
頭
語
（
口
語
調
）
と
し
ム
ト
ス
を
文
章
語
（
文
語
調
）
と
す
る
評
価

は
、
既
に
は
ぼ
定
着
し
た
か
の
観
が
あ
る
。
更
に
、
先
学
の
論
考
を
通
覧
し
て

特
徴
的
な
も
の
と
し
て
、
ム
ズ
の
元
来
の
意
味
は
（
意
志
）
で
表
現
主
体
の
情

意
的
・
主
観
的
表
現
で
あ
る
の
に
対
し
、
ム
ト
ス
は
（
意
志
に
基
づ
く
動
作
）

を
描
写
す
る
客
観
的
表
現
で
あ
る
と
す
る
指
摘
が
注
目
さ
れ
る
。
そ
こ
で
ま
ず
、

ム
ト
ス
と
ム
ズ
が
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
程
度
（
意
志
）
表
現
に
用
い
ら
れ
て
い
る
か
、

ま
た
、
地
の
文
・
思
惟
文
・
会
話
文
の
い
ず
れ
に
出
現
す
る
か
を
確
認
し
た
の

が
表
1
で
あ
る
。
助
動
詞
「
ム
」
と
の
比
較
か
ら
明
ら
か
に
な
る
ム
ト
ス
と
ム

ズ
の
特
性
も
あ
る
と
考
え
る
の
で
、
参
考
の
た
め
に
ム
の
用
例
を
付
し
た
。
更

（6）

に
、
「
ム
ト
ス
」
　
に
つ
い
て
は
、
漢
字
交
り
文
に
お
け
る
ム
ト
ス
と
ム
ト
為
と

（7）

の
表
記
の
違
い
は
意
味
・
用
法
の
相
違
を
も
反
映
す
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、

表
記
に
よ
っ
て
区
別
し
た
。

表
I
に
看
取
で
き
る
よ
う
に
、
和
漢
混
清
文
の
ム
ズ
も
口
頭
語
（
口
語
調
）

の
文
体
を
特
徴
付
け
る
語
と
見
て
よ
い
。
ま
た
、
使
用
状
況
の
全
体
を
見
る
と
、

（
意
志
に
基
づ
く
動
作
）
を
描
写
す
る
客
観
的
表
現
に
専
ら
用
い
ら
れ
る
と
い

う
特
徴
的
意
味
・
機
能
を
明
確
に
有
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
の
は
ム
ト
為
表

記
の
方
で
あ
る
。
即
ち
、
ム
ト
為
は
第
三
者
の
（
意
志
）
を
客
観
的
に
括
写
す

る
た
め
に
用
い
ら
れ
た
も
の
で
、
「
ム
」
と
は
異
質
な
語
「
ム
ト
ス
」
　
の
原
義

を
直
接
反
映
し
た
表
記
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
ム
ト
ス
表
記
の
方
は
、

衷
I
に
見
る
限
り
、
ム
と
の
特
徴
的
な
差
異
を
認
め
得
な
い
。
こ
の
差
は
「
ス
」

が
、
動
詞
の
意
味
を
（
実
質
概
念
は
欠
き
乍
も
人
の
動
作
・
状
膣
を
描
写
す
る

と
い
う
意
味
に
お
い
て
）
未
だ
有
し
て
い
た
か
、
形
骸
化
し
て
い
た
か
、
或
は

そ
れ
ら
の
程
度
の
相
違
で
あ
ろ
う
。
ム
ト
ス
の
場
合
、
動
詞
「
ス
」
は
既
に
形

骸
化
し
て
実
質
的
意
味
を
持
た
ず
、
ム
ト
ス
全
体
が
一
語
相
当
の
資
格
で
機
能

し
、
意
味
・
用
法
も
ム
に
近
く
な
っ
て
い
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
一

方
、
ム
ズ
は
（
意
志
）
表
現
に
用
い
ら
れ
る
割
合
が
極
め
て
低
い
こ
と
が
そ
の



ム　　　 ズ ム　 ト　 ス ム　 ト　 為 ム 表 I

全　 用　 例

そ

の

他

意

志

そ

の

他

意

志

そ

の

他

意

志

そ

の

他

意

志

7 0 1 1 4 1 5 12 0 1 5 3 2 0 4 地　 の　 文 1

3 0 1 1 0 0 7 9 8 1 1 3 思　 惟　 文 l

105 0 7 6 3 6 6 3 3 4 8 8 5 1 0 ∠ゝ
：Z三

文

10 3 1 4 2 9 2 4 12 1 2 8 8 3 1 5 地　 の　 文 11

i

2 0

13 4 1 1 0 0 9 1 3 1 9 9 思　 惟　 文

16 5 4 8 2 2 11 3 5 4 7 4 3 7 7 ∠ゝ
石

古　 文

18 3 3 4 5 3 9 6 34 9 2 1 2 地　 の　 文 22

I

3 1

37 9 1 0 2 1 8 1 8 1 9 4 思　 惟　 文

46 15 2 9 2 6 3 5 3 5 2 1 4 7 3 会　 話　 文

35 6 2 8 1 15 3 2 3 3 7 7 9 0 7 3 1 地　 の　 文 今

土ヒl∃

計

53 13 3 2 2 1 2 4 4 1 0 3 0 6 思　 惟　 文

67 20 1 5 3 8 4 2 0 12 1 14 8 3 1 4 4 1 一∠ゝ
こエ三

文

2 0 1 2 0 0 10 0 地　 の　 文 打

開

集

1 0 0 0 0 0 8 1 9 思　 惟　 文

1 2 0 1 0 0 17 1 7 ．∠ゝ石 文

1 0 3 4 0 0 57 8 地　 の　 文 閉

0 0 0 0 0 0 20 32 思　 惟　 文 書

抄0 0 2 1 0 0 37 36 会　 話　 文

0 0 0 7 0 0 7 7 地　 の　 文 指

帰

注

0 0 0 0 0 0 1 1 思　 惟　 文

0 0 0 0 0 0 4 8 会　 話　 文

0 0 0 4 0 0 1 1 地　 の　 文 明

恵

夢

3 0 0 0 0 0 6 5 思　 惟　 文

0 0 0 0 0 0 1 4 会　 話　 文

0 0 0 0 0 0 0 1 地　 の　 文 却

廃

忘

0
J

0 0 1 0 0 2 6 思　 惟　 文

11 4 0 2 0 0 14 5 ．∠ゝ
云

舌　 文

0 0 0 0 0 0 0 0 地　 の　 文 聴

集1 0 0 0 0 0 0 4 思　 惟　 文

5 1 0 2 0 0 35 19 ∠ゝ
石

文 記

0 1 3 1 6 0 0 8 4 4 2 地　 の　 文

宝

絵

0 0 0 0 0 0 14 3 4 思　 惟 ・文

0 1 4 7 3 2 10 4 1 14 会　 話　 文

38 7 3 5 1 48 3 2 3 3 7 9 4 9 79 0 地　 の　 文 A
口

計

58 13 3 2 3 1 2 4 4 6 1 4 0 7 思　 惟　 文

84 2 8 1 5 9 9 7 2 3 12 3 16 9 5 1 64 4 会 文

48 2 2 6 2 4 8 56 主 ；；；こ4＆上 3 10 5 2 8 4 1 総　　　 計　 ：

－3－



ム　　　 ズ ム　 ト　 ス ム　 ト　 為 ム 表 II

く 意　 志 〉

の　 用　 例

他

者

自

身

他

者

自

身

他

者

． 自

身

他

者

自

身

0 0 4 1 0 1 2 0 0 2 0 4 0 地　 の　 文 l

I

1 0

0 0 0 0 5 2 8 1 0 5 思　 惟　 文

‘10 0 2 2 1 4 2 2 1 1 1 0 9 4 0 1 会　 話　 文

3 0 2 9 0 12 1 0 3 1 5 0 地　 の　 文 11

l4 0 0 0 6 3 1 0 8 9 思　 惟　 文

1 4 9 1 3 1 6 19 6 8 3 9 0 ∠ゝ
コミ

文 20

3 0 4 5 0 9 6 0 2 1 2 0 地　 の　 文 22

l7 2 2 0 5 3 2 4 7 0 思　 惟　 文

3 12 1 6 1 0 3 6 17 6 0 4 1 3 会　 話　 文 31

6 0 1 1 5 0 3 3 7 0 7 3 1 0 地　 の　 文 今

まL
l∃
計

11 2 2 0 16 8 4 2 2 6 4 思　 惟　 文

4 16 4 7 3 7 7 4 47 2 3 7 1 2 0 4 会　 話　 文

0 0 2 0 0 0 0 0 地　 の　 文 打

開0 0 0 0 0 0 0 1 9 思　 惟　 文

0 2 0 1 0 0 0 1 7 ∠ゝ
．Zミ

文 集

0 0 4 0 0 0 8 0 地　 の　 文 聞

吾0 0 0 0 0 0 4 2 8 思　 惟　 文

0 0 0 1 0 0 6 3 0 ノゝ
フ三

文 抄

0 0 7 0 0 0 7 0 地　 の　 文 指

帰0 0 0 0 0 0 0 1 思　 惟　 文

0 0 0 0 0 0 0 8 A
フi

文 注 ．

0 0 4 0 0 0 1 0 地　 の　 文 明

0 0 0 0 0 0 0 5 思　 惟　 文 恵

夢0 0 0 0 0 0 0 4 会　 話　 文

0 0 0 0 0 0 1 0 地　 の　 文 却

廃

忘

0

0

0 1 0 0 0 2 4 思　 惟　 文

4 1 1 0 0 1 4 ノゝ
コミ

文

0 0 0 0 0 0 0 0 地　 の　 文 聴

集

記

0 0 0 0 0 0 2 2 思　 惟　 文

1 0 2 0 0 0 1 6 3 ノゝ
フ三

文

1 0 16 0 0 0 4 2 0 地　 の　 文

宝

絵

0 0 0 0 0 0 5 2 9 思　 惟　 文

1 0 2 5 1 1 1 1 10 3 ∠ゝ
コ＝

文

7 0 14 8 0 3 3 7 0 7 9 0 0 地　 の　 文 ノゝ
口

計

11 2 3 0 1 6 8 5 5 3 5 2 思　 惟　 文

6 22 5 2 4 5 7 5 4 8 2 7 1 13 7 3 会 文

24
lL＿．．．H．H．H．＿＿＿

24 4 5
し．＿．＿＿一一一．

56
L＿．一一一一日－

111 6 17 2 5 総　　　 計　 ：

－4－



特
徴
と
し
て
指
摘
で
き
る
。
特
に
今
昔
物
語
集
の
天
竺
・
霞
且
部
が
象
徴
す
る

よ
う
に
、
漢
文
訓
読
色
の
強
い
文
体
ほ
ど
そ
の
特
徴
が
際
立
っ
て
い
る
。
少
な

く
と
も
訓
読
系
（
和
漢
混
清
文
も
含
む
）
　
の
文
体
に
お
い
て
は
、
ム
ズ
の
本
来

的
意
味
が
直
接
（
意
志
）
に
結
び
つ
く
と
は
考
え
難
い
。
ム
ズ
に
つ
い
て
は
、

「
ム
」
　
や
「
ム
ト
ス
」
と
の
対
比
上
の
特
異
性
を
、
主
に
意
志
表
現
以
外
の
用

法
の
部
分
で
発
揮
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。

衷
I
に
見
る
限
り
で
は
、
ム
ズ
と
ム
ト
為
・
ム
ト
ス
と
は
異
質
で
あ
る
よ
う

に
見
え
る
。
し
か
し
、
も
う
少
し
詳
し
く
（
意
志
）
の
用
法
に
注
目
し
て
分
析

す
る
こ
と
で
違
う
側
面
が
見
え
て
く
る
。
そ
こ
で
、
意
志
表
現
に
用
い
ら
れ
た

場
合
、
そ
れ
が
「
表
現
主
体
自
身
の
意
志
」
　
に
か
か
わ
る
表
現
か
、
「
他
者
の

意
志
」
　
に
か
か
わ
る
表
現
か
を
区
別
し
た
の
が
、
表
H
で
あ
る
。
意
志
表
現
に

用
い
ら
れ
た
ム
ト
為
・
ム
ト
ス
は
、
ム
と
の
対
比
に
お
い
て
、
表
現
主
体
以
外

の
人
物
の
意
志
を
表
現
す
る
の
．
に
用
い
ら
れ
る
と
い
う
特
徴
的
な
偏
り
が
確
認

で
き
る
。
表
I
で
は
、
ム
ト
ス
の
方
が
よ
り
「
ス
」
　
の
形
骸
化
を
進
め
て
い
る

為
に
、
ム
ト
為
に
比
し
て
、
意
志
以
外
の
用
法
も
多
く
、
助
動
詞
ム
と
の
相
違

が
明
瞭
に
現
出
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
意
志
表
現
に
用
い
ら
れ
た
も
の
に
限

る
と
、
ム
と
の
違
い
は
歴
然
と
し
て
お
り
、
ム
ト
ス
も
ム
ト
為
と
同
様
に
表
現

主
体
自
身
の
意
志
表
現
に
用
い
ら
れ
る
も
の
が
極
め
て
少
な
い
傾
向
に
あ
る
こ

と
が
判
る
。
即
ち
、
ム
ト
為
・
ム
ト
ス
と
も
に
、
第
三
者
の
〈
意
志
に
基
づ
く

動
作
）
を
客
観
的
に
描
写
す
る
表
現
法
で
あ
り
、
「
ム
ト
ス
」
　
の
原
義
を
反
映

し
た
も
の
と
い
え
る
。
一
方
、
ム
ズ
に
は
用
例
の
数
値
だ
け
を
問
題
に
す
る
と
、

そ
こ
か
ら
見
え
て
く
る
特
徴
が
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
内
容
（
意
味
・
用
法
）

に
及
ん
で
検
討
す
る
と
、
極
め
て
特
徴
的
な
（
対
他
）
的
意
志
表
現
と
で
も
言

え
そ
う
な
性
質
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
は
ム
ト
為
・
ム
ト
ス
が
表
現
主
体
自
身

の
意
志
表
現
に
用
い
ら
れ
た
場
合
に
も
、
あ
る
程
度
共
通
す
る
性
質
で
あ
る
。

ム
ズ
が
表
現
主
体
自
身
の
意
志
表
現
に
用
い
ら
れ
た
二
四
例
を
見
る
と
、
凡

そ
次
の
三
種
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
に
、
意
志
（
に
基
づ
く
動
作
）
が
他
者
に
向
け
ら
れ
、
「
（
某
の
為
に
・

某
に
対
し
て
）
　
～
し
て
や
ろ
う
」
　
の
意
に
な
る
点
に
お
い
て
（
対
他
）
的
表
現

と
い
え
る
次
の
如
き
例
で
あ
る
。

○
夢
l
庇
ノ
後
ノ
方
＝
老
夕
遠
来
テ
告
テ
云
二
汝
ナ
極
ノ
テ
糸
惜
ケ
レ
バ
夫
7
ハ
短
い
思
テ

呼
ピ
ー
l
遣
乙
パ
明
日
，
此
。
可
来
．
然
レ
パ
其
ノ
来
タ
，
▲
人
ノ
云
ハ
ム
事
l
l
可
随
シ
」
ト
云
フ
ト

見
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
今
昔
　
巻
一
六
〕

○
殿
…
被
仰
″
様
「
汝
今
日
ノ
内
。
我
家
工
行
着
テ
（
略
）
ト
イ
へ
若
今
日
ノ
内
一
－
行

若
テ
不
云
ハ
辛
．
目
見
セ
ン
ス
ル
ソ
」
ト
被
仰
ッ
″
也
　
　
　
　
〔
今
昔
　
巻
二
六
〕

O
「
今
冒
ハ
見
工
不
季
候
；
若
シ
去
七
給
ヒ
ナ
ム
時
。
ソ
必
ス
見
工
奉
り
侯
ハ
ム
ス
″
不
然
サ
，
ム

限
ハ
影
ノ
如
夕
副
ヒ
奉
テ
侯
ハ
ム
ス
″
ソ
」
ト
云
チ
立
チ
去
ヌ
　
　
　
〔
今
昔
　
巻
二
九
〕

○
又
真
言
－
－
心
サ
シ
コ
ト
ニ
ア
ラ
バ
大
日
経
ノ
疏
ハ
シ
モ
ヨ
マ
セ
ソ
ス
ル
也
云
．

〔
却
廃
忘
記
　
上
巻
〕

そ
れ
ぞ
れ
「
夫
を
添
わ
せ
て
や
ろ
う
」
「
辛
い
目
に
あ
わ
せ
て
や
ろ
う
」
「
お
会

い
申
し
上
げ
ま
し
ょ
う
…
添
っ
て
お
仕
え
致
し
ま
し
ょ
う
」
「
読
ま
せ
て
や
ろ

う
」
　
の
意
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
も
、
意
志
（
に
基
づ
く
動
作
）
　
が
、
他
者
と
は



無
関
係
に
遂
行
さ
れ
た
り
個
人
的
で
あ
っ
た
り
、
或
は
一
方
的
に
意
志
を
表
明
す

る
に
と
ど
ま
る
よ
う
な
、
い
わ
ば
内
向
性
の
も
の
で
は
な
く
、
他
者
と
の
関
わ
り

を
持
ち
或
は
他
者
を
対
象
と
す
る
行
為
を
伴
う
よ
う
な
外
に
現
れ
る
動
作
を
表
現

す
る
も
の
で
あ
り
、
い
わ
ば
外
向
性
の
意
志
表
現
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。
ム
ズ
に

ょ
る
意
志
表
現
の
過
半
数
が
こ
の
用
法
で
、
意
志
表
現
の
ム
ズ
を
特
徴
付
け
る
。

ま
た
斯
か
る
表
現
は
そ
の
性
質
か
ら
、
前
掲
の
用
例
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

意
志
（
に
基
づ
く
動
作
）
　
が
他
者
に
働
き
か
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
も
の
も
あ

る
。
前
者
と
は
ニ
ュ
ア
ソ
ス
を
少
し
異
に
す
る
が
、
意
志
に
基
づ
く
動
作
が
他

者
に
働
き
か
け
ら
れ
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
こ
れ
も
同
様
に
（
対
他
）
的

表
現
と
い
え
る
も
の
で
あ
る
。
他
者
に
行
為
の
影
響
が
及
ぶ
意
志
と
し
て
表
明

さ
れ
、
働
き
か
け
の
対
象
者
を
必
要
と
す
る
次
の
如
き
例
で
あ
る
。

○
守
其
レ
一
立
チ
「
有
ッ
ル
菟
ノ
子
共
ハ
」
ト
問
ケ
レ
ハ
取
£
老
共
各
小
舎
人
童
ナ
ト
。
抱
セ
テ

持
来
，
リ
ケ
ル
，
守
「
此
。
暫
シ
這
‡
見
ム
ス
ル
ソ
」
ト
云
テ
乞
取
テ
ケ
リ

〔
今
昔
　
巻
二
九
〕

○
娘
夫
ノ
兵
衛
ノ
佐
。
「
（
略
）
宮
仕
ハ
何
テ
カ
見
苦
ク
チ
モ
御
重
只
何
空
モ
富
力
王
様
。

成
り
給
へ
」
ト
云
ケ
レ
ハ
男
糸
惜
ク
テ
「
何
カ
テ
見
弄
ム
ス
ル
ソ
」
ト
ナ
ト
云
テ
尚
接
ケ
レ
ト
モ

〔
今
昔
　
巻
三
〇
〕

第
二
に
は
、
自
ら
の
意
志
を
他
者
に
問
い
か
け
た
り
訴
え
た
り
す
る
と
い
う

意
味
に
お
い
て
（
対
他
）
的
表
現
と
い
え
る
も
の
が
あ
る
。
表
現
の
質
か
ら
い

う
と
意
志
表
現
と
し
て
扱
う
こ
と
に
問
題
も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
表
現
主

体
の
意
志
に
基
づ
く
動
作
の
あ
り
様
を
「
ど
う
し
よ
う
」
と
問
う
も
の
と
捉
え

た
い
。
ム
ズ
が
疑
問
詞
を
伴
っ
て
表
現
主
体
自
身
の
意
志
（
に
基
づ
く
動
作
）

を
表
す
場
合
、
会
話
文
以
外
に
は
用
い
ら
れ
な
い
。
対
話
の
中
で
相
手
を
意
識

し
た
表
現
で
し
か
用
い
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
次
の
如
き
例
が
分
顕
さ
れ
る
。

○
君
答
テ
宣
ク
「
鷹
ヲ
仕
プ
ル
間
。
此
ル
雨
風
l
－
合
テ
可
行
キ
方
モ
不
思
テ
只
馬
ノ
向
，
ル
方
。

任
セ
テ
走
セ
ヅ
″
程
．
1
家
ノ
見
プ
レ
ハ
喜
ヒ
乍
ラ
此
。
来
タ
ル
也
何
セ
ム
ス
″
」
ト〔

今
昔
　
巻
二
二
〕

○
シ
ノ
ビ
テ
祖
ノ
軍
l
マ
ウ
テ
1
「
カ
ー
ル
事
コ
ソ
ア
レ
イ
カ
ゝ
セ
ム
ス
ル
若

閥
や
給
ヒ
ク
ル
事
ヤ
ア
ル
」
ト
云
フ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
打
開
集
〕

O
「
此
度
ハ
イ
ミ
シ
キ
事
ア
リ
」
ト
「
エ
思
得
シ
」
ト
オ
ホ
シ
食
テ
「
何
セ
ム
ス

ル
今
度
ハ
更
。
エ
思
ユ
マ
シ
キ
事
」
　
ナ
ド
仰
ラ
″
　
　
　
　
　
　
〔
打
開
集
〕

第
三
は
、
自
ら
の
意
志
（
に
基
づ
く
動
作
）
　
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
を
第
三
者

的
に
表
現
し
、
他
者
に
説
明
す
る
と
い
う
意
味
で
（
対
他
）
的
表
現
に
な
る
も

の
で
あ
る
。
地
の
文
で
第
三
者
の
意
志
に
基
づ
く
動
作
が
語
ら
れ
る
用
法
と
同

じ
ょ
う
に
、
自
ら
の
意
志
（
に
基
づ
く
動
作
）
を
客
観
的
に
「
語
る
」
　
の
で
あ

る
。
単
な
る
一
方
的
・
個
人
的
な
意
志
の
表
明
で
は
な
く
、
「
～
す
る
つ
も
り

な
の
で
～
」
　
の
よ
う
な
条
件
・
情
況
の
説
明
や
、
行
為
の
意
図
を
問
わ
れ
た
と

き
に
「
～
す
る
つ
も
り
だ
」
と
説
明
す
る
よ
う
な
用
法
で
あ
る
。
次
の
如
き
例

が
分
析
さ
れ
る
。

O
「
此
ノ
年
来
ハ
侶
フ
水
有
ラ
バ
ト
思
渡
ツ
ル
，
不
思
係
ス
此
ノ
人
具
シ
テ
行
カ
ム
ト
云
ヘ
ハ
明
日

ハ
不
知
ス
随
テ
行
‡
ム
ス
レ
ハ
形
見
。
モ
為
ご
ト
テ
泣
々
ク
取
ラ
ス
レ
ハ

〔
今
昔
　
巻
一
六
〕



○
此
ノ
女
此
，
見
テ
ハ
問
テ
云
ク
「
其
ノ
蟹
，
ハ
何
ノ
料
工
持
行
ソ
」
ト
蟹
持
答
テ
云
ク
「
持

行
テ
食
ム
ス
ル
也
」
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
今
昔
　
巻
〓
ハ
〕

○
女
ノ
童
「
何
ト
此
ハ
シ
給
フ
ソ
」
ト
云
ケ
レ
ハ
瀧
口
「
タ
サ
リ
将
行
テ
抱
テ
寝
ム
ス
レ
ハ
逝
モ
ソ
為

ト
恩
へ
ハ
也
」
ト
云
テ
将
行
ク
．
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
今
昔
　
巻
二
七
〕

例
え
ば
、
単
な
る
意
志
表
現
な
ら
は
「
食
ム
」
　
で
も
充
分
な
と
こ
ろ
を
、
「
何
ノ

料
l
了
ソ
」
　
の
問
に
応
ず
る
為
に
、
殊
更
に
「
食
ム
ズ
ル
也
」
と
し
た
と
こ
ろ
に

（
対
他
）
的
な
表
現
性
が
認
め
ら
れ
る
。
特
に
判
断
・
断
定
の
助
動
詞
「
也
」

が
添
え
ら
れ
た
こ
と
も
そ
の
感
を
強
く
す
る
。
即
ち
、
意
志
表
現
に
「
也
」
　
が

添
え
ら
れ
る
の
は
、
判
断
表
現
と
同
じ
よ
う
に
客
観
的
に
（
或
は
状
態
と
し
て
）

意
志
を
表
出
し
訴
え
る
為
で
、
相
手
を
意
識
し
た
対
他
的
な
説
明
の
表
現
と
見

る
こ
と
が
で
き
る
。

二
、
ム
ト
ス
の
意
志
表
現

（
ム
ト
ス
と
ム
ズ
と
の
連
続
性
）

さ
て
、
ム
ズ
が
「
ム
ト
ス
」
　
か
ら
成
っ
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
と
何
ら
か

の
連
続
性
を
有
し
て
い
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
ム
ト
為
・
ム
ト

ス
が
表
現
主
体
自
身
の
意
志
表
現
に
用
い
ら
れ
た
用
法
の
性
質
に
つ
い
て
も
先

の
分
類
か
ら
検
討
し
て
み
た
い
。
対
象
と
な
る
用
例
は
、
裏
打
に
見
る
よ
う
に
、

ム
ト
為
五
六
例
と
ム
ト
ス
四
五
例
で
あ
る
。

意
志
（
に
基
づ
く
動
作
）
が
他
者
に
向
け
ら
れ
る
表
現
と
、
他
者
に
働
き
か

け
ら
れ
る
表
現
と
は
、
意
味
上
と
も
に
「
（
某
の
為
に
・
某
に
対
し
て
）
～
し
て

や
ろ
う
」
　
の
意
に
な
り
、
明
確
に
は
区
別
し
難
い
。
そ
こ
で
両
用
法
（
ム
ズ
で
第

一
に
分
類
し
た
も
の
）
を
見
る
と
、
ム
ト
為
で
約
二
割
、
ム
ト
ス
で
三
．
五
割
を

占
め
る
。
こ
の
用
法
で
は
、
ム
ト
為
と
ム
ト
ス
と
の
間
に
大
き
な
異
同
は
な
い
。

○
王
智
感
，
見
テ
語
テ
云
タ
「
今
一
員
ノ
完
閑
タ
″
事
有
り
其
ノ
故
。
汝
，
召
シ
テ
其
ノ
閑
タ
ル

所
。
任
‡
ト
為
″
也
」
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
今
昔
　
巻
九
〕

○
僧
一
－
向
テ
云
ク
「
（
略
）
今
七
日
有
テ
我
力
有
ヱ
所
，
必
尋
テ
来
レ
草
，
結
ッ
ー
ソ
行
カ
ム
ト

為
〝
其
レ
，
見
テ
注
ト
シ
テ
可
来
シ
（
略
）
」
　
　
　
　
　
　
　
〔
今
昔
　
巻
一
九
〕

○
王
答
へ
給
フ
「
我
ハ
此
ノ
国
ノ
王
也
汝
力
出
。
入
テ
道
ヲ
行
ナ
ル
，
聞
チ
故
三
来
テ
供
養
セ
ム

ト
為
ル
也
」
ト
宣
給
へ
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
三
宝
絵
詞
　
上
巻
〕

○
其
猿
，
壬
締
テ
「
（
略
）
今
日
＝
後
案
内
モ
知
ヌ
人
ノ
為
l
遠
㌢
為
シ
不
吉
事
，
モ
至
サ
ハ

其
時
一
ラ
シ
ャ
命
ハ
断
テ
ソ
ト
為
」
ト
云
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
今
昔
　
巻
二
六
〕

○
仏
純
陀
一
元
ロ
テ
宜
バ
ク
「
（
略
）
我
レ
汝
及
ヒ
一
切
衆
生
ヲ
哀
ハ
▲
カ
為
．
一
今
日
担
架
。

入
ナ
ム
ト
二
切
ノ
法
ハ
不
久
ス
シ
テ
皆
減
有
シ
」
ト
宜
テ
　
　
　
　
〔
今
昔
　
巻
三
〕

○
女
「
（
略
）
其
レ
冒
構
ナ
這
出
給
へ
既
。
其
ノ
時
一
一
漸
ク
成
ヌ
鉾
，
差
下
サ
ハ
我
レ
白
，
胸

I
I
取
充
テ
被
差
テ
死
ナ
ム
一
ス
」
ト
云
フ
程
一
l
　
　
　
　
　
　
　
〔
今
昔
　
巻
二
九
〕

○
使
還
り
来
テ
云
タ
「
（
略
）
然
，
ハ
来
テ
可
教
シ
我
力
心
一
－
叶
ハ
1
用
．
ソ
不
叶
ス
ハ
肝
胎
工

作
リ
ナ
ン
ト
ス
」
ト
云
ヒ
出
，
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
今
昔
　
巻
一
〇
〕

O
「
昔
々
己
力
命
，
ハ
不
断
此
＝
後
若
此
辺
。
見
エ
ナ
人
′
為
一
虚
心
．
事
，
至
サ
バ
共
時
。

必
ス
射
殺
シ
テ
ソ
ト
ス
″
ソ
」
ト
云
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
今
昔
　
巻
二
六
〕

一
方
、
疑
問
詞
を
伴
っ
て
、
意
志
を
他
者
に
問
い
か
け
た
り
訴
え
た
り
す

る
（
疑
問
・
反
語
）
　
表
現
は
、
ム
ト
為
で
約
四
割
を
占
め
る
の
に
対
し
て
、



ム
ト
ス
に
は
三
例
し
か
な
い
。
こ
の
表
現
は
、
表
現
主
体
の
意
志
に
基
づ
く

動
作
の
あ
り
様
を
問
題
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
意
志
を
外
に
表
す
即
ち
実
行

に
移
す
こ
と
の
あ
り
様
に
か
か
わ
る
動
作
性
の
強
い
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。

従
っ
て
、
動
詞
「
ス
　
（
為
）
」
　
の
意
義
を
よ
り
強
く
残
し
た
ム
ト
為
の
方
に
集

中
す
る
結
果
に
な
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
両
者
間
に
有
意
的
な
偏
り
が
認
め

ら
れ
る
。

〇
二
人
′
童
ノ
形
．
－
成
テ
歎
．
云
タ
「
我
等
此
ノ
医
師
ノ
為
。
被
傷
レ
ナ
†
ス
何
力
可
為
．
何

所
一
；
逝
ケ
ム
ト
為
〝
」
」
石
フ
ー
l
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
今
昔
　
巻
一
〇
〕

○
主
人
此
ノ
男
．
∴
：
云
タ
「
此
ノ
相
子
ノ
喜
ソ
サ
ハ
可
云
尽
ク
モ
蒐
ケ
レ
ト
モ
此
ル
旅
一
三
何
芸

ハ
‡
ト
為
″
只
此
ハ
志
ノ
初
メ
許
，
見
ス
ル
也
（
略
）
」
　
　
　
　
〔
今
昔
　
巻
〓
ハ
〕

○
主
ノ
「
（
略
）
此
浪
ノ
見
始
ノ
ブ
″
時
ハ
百
丈
菅
見
エ
ツ
ル
カ
近
ク
成
マ
∴
浪
ノ
長
。
ソ
劣
言

レ
既
。
近
タ
ハ
成
－
；
リ
何
力
苦
い
為
ご
ト
テ
　
　
　
　
　
　
　
〔
今
昔
　
巻
二
六
〕

○
郎
等
共
ハ
…
「
（
略
）
今
一
日
ナ
ト
行
チ
。
ソ
ハ
浅
キ
方
冒
廻
テ
モ
尋
ネ
メ
只
今
ハ
底
へ
可

下
．
様
モ
敢
テ
元
ケ
レ
ハ
何
カ
セ
ム
ト
為
″
」
ナ
ト
口
々
。
　
　
　
　
〔
今
昔
　
巻
二
八
〕

O
「
我
レ
既
。
汝
力
子
，
懐
妊
吉
還
来
，
ム
程
何
力
為
ム
ト
ス
″
」
ト
　
〔
今
昔
　
巻
五
〕

O
「
我
弟
形
勝
レ
ナ
父
母
実
工
悲
ヒ
給
ヒ
ツ
；
何
工
依
テ
カ
共
．
由
プ
；
身
，
捨
テ
独
り
不
返

ナ
リ
ヌ
ル
ト
父
母
問
ヒ
給
ハ
、
我
等
何
カ
；
答
へ
ム
ト
ス
ル
」
ト
呼
ヒ
泣
ク〔

三
宝
絵
詞
　
上
巻
〕

O
「
ケ
サ
師
ノ
僧
ツ
ー
カ
ナ
ク
シ
テ
俄
。
オ
バ
リ
タ
リ
。
マ
ッ
ハ
ヲ
ノ
レ
一
人

シ
テ
ィ
カ
サ
マ
ニ
テ
ヲ
サ
メ
タ
テ
マ
ツ
ラ
ム
ト
ス
ラ
ム
。
次
－
一
ハ
師
′
飯
一
－
カ
ー

リ
給
へ
ル
母
イ
カ
ニ
シ
テ
ィ
キ
給
タ
ラ
ム
ト
ス
ラ
ム
」
ト
云
テ

〔
三
宝
絵
詞
　
中
巻
〕

次
に
ム
ト
為
・
ム
ト
ス
は
、
地
の
文
で
第
三
者
の
意
志
に
基
づ
く
動
作
を
客

観
的
に
措
写
す
る
の
が
本
質
的
用
法
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
表
現
主
体
自
身
の
意

志
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
を
客
観
的
に
表
現
・
説
明
し
な
が
ら
語
る
た
め
に
用
い

ら
れ
る
。
動
詞
「
ス
」
の
機
能
を
色
濃
く
残
し
た
最
も
基
本
的
で
特
徴
的
な
用

法
と
い
え
る
。
ム
ト
為
で
約
四
割
、
ム
ト
ス
で
約
三
割
を
占
め
る
。

○
正
法
蔵
…
宜
ハ
タ
「
我
レ
年
来
病
有
テ
苦
シ
フ
所
多
シ
此
ノ
身
，
弄
テ
ム
ト
為
シ
時
夜
″
夢

ノ
中
三
ラ
天
子
来
ル
（
略
）
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
今
昔
　
巻
六
〕

○
夢
l
∴
‥
母
来
テ
告
テ
云
タ
「
我
レ
悪
業
ノ
故
一
成
テ
鹿
ノ
身
，
受
テ
（
略
）
狩
一
或
レ
既
。

命
終
ナ
ム
ト
ス
多
ノ
射
手
ノ
中
，
赴
ケ
遁
レ
ム
ト
為
″
l
疲
チ
弓
箭
ノ
道
l
癌
タ
ル
。
依
テ
（
略
）
」

〔
今
昔
．
巻
一
九
〕

O
「
我
等
先
ッ
汝
力
家
。
行
チ
問
ッ
ル
エ
（
略
）
彼
津
l
一
行
テ
求
ノ
待
タ
ル
。
其
所
エ
シ
テ
即
チ

揃
へ
ム
ト
為
ッ
″
，
四
三
ノ
使
い
云
7
老
来
テ
語
テ
云
ク
（
略
）
」
　
〔
今
昔
　
巻
二
〇
〕

○
島
師
，
以
テ
鐘
ヲ
島
サ
‡
リ
ケ
〝
。
錯
力
云
ク
「
此
ノ
鐘
，
ハ
槌
ク
人
モ
元
ク
テ
一
二
時
。
鳴
サ
ム

ト
為
″
也
其
レ
，
此
ク
詩
テ
後
土
。
梱
埋
ム
テ
三
年
可
令
有
．
也
（
略
）
」

〔
今
昔
　
巻
三
一
〕

○
其
督
，
謝
シ
テ
云
ク
「
我
レ
汝
力
徳
，
不
知
ス
シ
テ
愚
l
疫
，
罰
セ
ム
ト
シ
ケ
リ
願
ク
ハ
此
ノ
谷
，
免

シ
給
へ
」
ト
宜
チ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
今
昔
　
巻
二
〕

O
「
（
略
）
其
ノ
人
ノ
姓
ハ
何
ソ
名
，
ハ
何
力
云
プ
何
ノ
洲
I
I
有
″
人
ソ
ナ
ト
問
ハ
ム
ト
；
間
。
絶

入
－
；
」
ト
語
レ
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
今
昔
　
巻
一
〇
〕

○
船
ノ
方
，
見
ハ
亀
五
頸
，
捧
ケ
テ
有
り
銭
以
″
人
立
留
り
チ
「
ソ
ハ
何
色
ソ
」
ト
、
問
ハ



「
害
シ
テ
物
。
セ
ム
ト
ス
ル
也
」
　
ト
云
ハ
銭
以
ル
人
「
其
亀
カ
ハ
ム
」
ト
云
ハ〔

打
開
集
〕

O
「
タ
ー
ウ
マ
レ
テ
ハ
ヘ
リ
シ
オ
リ
一
テ
ィ
ノ
ミ
ツ
ヲ
エ
テ
ハ
ヘ
リ
シ
マ
ゝ

ニ
ノ
ト
ヲ
ウ
ル
フ
ル
ハ
へ
ラ
ス
。
河
，
ミ
テ
ノ
マ
ム
ト
ス
レ
ハ
ミ
ナ
ポ
ム

ラ
ニ
マ
カ
リ
ナ
リ
ヌ
。
マ
シ
テ
ク
ヒ
モ
ノ
ハ
名
字
，
ウ
ケ
タ
マ
ハ
ラ
ス
」

〔
法
華
百
座
間
書
抄
〕

○
雪
山
童
子
ノ
云
フ
「
此
ノ
身
ハ
後
．
1
遂
ヒ
。
死
ナ
ム
ト
ニ
ッ
ノ
功
徳
ヱ
得
マ
シ
今
日
フ
法
′

為
。
き
た
な
く
積
カ
ラ
バ
シ
．
身
，
拾
テ
後
。
仏
ト
成
ム
ハ
浄
ク
妙
ナ
″
身
ヲ
可
得
シ
土
ノ
器
ヲ

拾
テ
、
実
ノ
器
′
。
替
7
ル
カ
如
ク
l
一
重
ト
ス
ル
也
（
略
）
」
　
　
　
〔
三
宝
絵
詞
　
上
巻
〕

○
使
ノ
鬼
ノ
云
ク
「
マ
ツ
汝
力
宅
。
ユ
キ
テ
問
ツ
ル
。
ア
キ
ナ
ヒ
シ
ニ
ユ
キ
テ
ィ

マ
タ
カ
へ
ラ
ス
ト
イ
ヒ
ツ
レ
ハ
津
l
－
ユ
キ
モ
ト
メ
エ
タ
ル
。
ソ
コ
ニ
シ
テ

即
ト
ラ
ヘ
ム
ト
シ
ツ
ル
ヲ
四
天
王
ノ
使
ト
イ
フ
使
ト
イ
フ
物
来
テ
コ
ノ
人
寺
ノ

銭
，
ウ
ケ
テ
ア
キ
ナ
ヒ
テ
タ
テ
マ
ツ
ル
へ
シ
。
（
略
）
」

〔
三
宝
絵
詞
　
中
巻
〕

表
現
主
体
自
身
の
意
志
表
現
の
用
法
か
ら
見
る
限
り
、
ム
ト
為
と
ム
ト
ス
も

ム
ズ
の
三
種
の
表
現
型
の
い
ず
れ
か
に
分
煩
で
き
る
場
合
が
殆
ど
で
、
（
対
他
）

的
意
志
表
現
に
与
る
と
い
う
基
本
的
な
共
通
の
性
質
が
認
め
ら
れ
る
。
殊
に
、

ム
ト
為
は
ム
ズ
と
全
く
同
じ
よ
う
に
三
種
の
表
現
型
だ
け
で
解
釈
す
る
こ
と
が

可
能
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
助
動
詞
「
ム
」
と
の
意
味
・
機
能
の
差
異
を
、
程
度

の
差
こ
そ
あ
れ
、
動
詞
「
ス
」
　
の
意
義
を
残
す
こ
と
に
よ
っ
て
戯
現
し
、
ム
と

は
異
な
る
表
現
価
値
を
持
っ
て
存
在
し
得
て
い
る
も
の
と
捉
え
ら
れ
る
。
そ
う

い
う
意
味
に
お
い
て
、
ム
ズ
は
ム
ト
為
・
ム
ト
ス
と
の
連
続
性
を
有
し
、
三
者

の
根
幹
的
な
意
味
・
用
法
を
こ
の
特
徴
的
な
（
対
他
）
的
表
現
と
い
う
点
に
認

め
て
よ
い
よ
う
に
思
う
。
そ
の
最
も
基
本
的
で
特
徴
的
な
部
分
を
凝
縮
し
、
独

自
の
特
異
性
と
し
て
発
揮
し
続
け
た
の
が
ム
ズ
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

因
み
に
、
ム
ト
ス
に
は
前
三
種
表
現
型
に
収
め
得
な
い
、
次
に
示
す
よ
う
な

例
が
約
三
割
あ
る
。
表
I
で
も
指
摘
し
た
が
、
ム
の
意
志
（
或
は
推
量
と
解
せ

る
も
の
も
あ
る
）
　
と
の
特
徴
的
な
違
い
を
明
確
に
で
き
な
い
。
他
の
場
合
と
異

な
り
、
ス
が
あ
る
こ
と
の
意
義
を
見
出
せ
ず
、
ム
ト
ス
全
体
が
一
語
相
当
の
資

格
で
機
能
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
そ
れ
は
総
て
文
末
に
用
い
ら

れ
た
例
で
あ
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

○
仏
…
宣
ハ
ク
「
我
ハ
只
今
減
度
，
見
ル
へ
シ
永
ク
此
ノ
界
，
隔
テ
エ
ト
ス
汝
ナ
我
レ
，
見
ム

事
只
今
也
近
ク
来
レ
」
ト
宜
へ
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
今
昔
　
巻
三
〕

O
「
我
レ
此
ノ
寺
ノ
事
勤
メ
畢
今
ハ
明
後
日
ノ
夕
方
帰
ナ
ム
ト
ス
」
ト
云
フ〔

今
昔
　
巻
一
二
〕

○
夢
。
旧
事
丁
示
シ
テ
云
ク
「
（
略
）
共
ノ
後
l
ニ
兜
率
天
ノ
内
院
。
生
レ
ナ
慈
氏
尊
，
見
事

，
ム
ト
ス
」
ト
云
7
ト
見
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
今
昔
　
巻
一
三
〕

○
入
道
…
云
ク
「
我
レ
ハ
此
冒
酉
。
向
テ
阿
弥
陀
仏
ヲ
呼
ヒ
奉
テ
金
ヲ
叩
テ
答
へ
給
ハ
ム
所
マ

テ
行
カ
ム
ト
ス
（
略
）
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
今
昔
　
巻
一
九
〕

O
「
己
ハ
水
ノ
上
へ
入
ナ
ム
ト
ス
其
水
ノ
上
冒
来
ラ
ム
物
，
鬼
。
マ
レ
神
一
；
レ
寄
テ
懐
ケ
」
ト
云
ヒ

置
ブ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
今
昔
　
巻
二
〇
〕



ム　　　 ズ ム　 ト　 ス ム　 ト　 為
表 III

く 意　 志 〉

以　 外　 の

用　　　　 例

他

者

自

身

他

者

自

身

他

者

自

身

7 0 1 1 0 5 0 地　 の　 文 l

l1 2 5 6 0 0 ・思　 惟　 文

5 0 4 1 35 5 1 ∠ゝ
石

文 10

1 0 0 13 1 2 4 0 地　 の　 文 11

1 1 2 3 8 0 0 思　 惟　 文 i

13 3 19 29 5 6 ノゝ
石

文 20

1 8 0 3 0 3 0 地　 の　 文 22

3 5 2 3 7 0 1 思　 惟　 文 l

313 7 9 20 9 1 2 ．∠ゝ
コi

文

35 0 27 1 3 2 0 地　 の　 文 今

昔

計

47 6 1 1 2 1 0 1 思　 惟　 文

55 12 8 0 73 1 1 9 会　 話　 文

2 0 1 0 0 0 地　 の　 文 打

開1 0 0 0 0 0 思　 惟　 文

1 0 0 0 0 0 会　 話　 文 集

1 0 3 0 0 0 地　 の　 文 開

0 0 0 0 0 0 思　 惟　 文 書

抄0 0 1 1 0 0 会　 話　 文

0 0 0 0 0 0 地　 の　 文 指

0 0 0 0 0 0 思　 惟　 文 帰

0 0 0 0 0 0 会　 話　 文 注

0 0 0 0 0 0 地　 の　 文 明

3 0 0 0 0 0 思　 惟　 文 了打
11ニJヽ
夢0 0 0 0 0 0 A

石
古　 文

0 0 0 0 0 0 地　 の　 文 却

廃0 0 0 0 0 0 思　 惟　 文

10 1 0 0 0 0 会　 話　 文 忘

0 0 0 0 0 0 地　 の　 文 聴

集

記

1 0 0 0 0 0 思　 惟　 文

5 0 0 0 0 0 会　 話　 文

0 0 3 0 0 0 地　 の　 文

宝0 0 0 0 0 0 思　 惟　 文

0 0 2 2 2 1 ∠ゝ
石

古　 文 絵

38 0 34 1 3 2 0 地　 の　 文 A
口

計

52 6 1 1 2 1 0 1 思　 惟　 文

7 1 13 83 7 6 13 10 会 文

19 9 8 総　　　 計　 ；ここここ1こここ＿I

－10－



以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
表
現
主
体
自
身
の
意
志
表
現
に
用
い
ら
れ
た
ム
ズ

と
ム
ト
為
・
ム
ト
ス
の
多
く
は
三
種
の
表
現
型
の
い
ず
れ
か
に
分
類
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
そ
の
三
種
は
、
い
ず
れ
も
意
志
や
そ
の
内
容
・
行
動
が
他
者
と
は
無
関

係
の
個
人
的
な
も
の
で
あ
っ
た
り
、
一
方
的
な
意
志
表
明
に
と
ど
ま
っ
た
り
す
る
よ

う
な
、
表
現
主
体
自
身
の
内
部
に
留
ま
る
（
内
向
す
る
）
も
の
で
は
な
く
、
他
者
に

向
か
っ
て
表
明
し
た
り
、
働
き
か
け
た
り
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
（
対
他
）
的
意

志
表
現
で
あ
る
点
で
共
通
す
る
。
殊
に
ム
ズ
は
、
こ
の
様
な
特
異
性
に
お
い
て
助
動

詞
「
ム
」
と
意
味
・
機
能
上
の
分
担
を
成
し
、
「
ム
」
　
に
な
い
用
法
や
表
現
価
値

を
持
っ
て
存
在
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
特
異
性
は
、
「
ム
」
と
異

な
り
、
未
だ
ム
ズ
が
動
詞
「
ス
　
（
為
）
」
　
の
意
義
を
板
底
に
含
ん
で
い
た
こ
と
の

現
れ
で
あ
り
、
そ
こ
に
「
ム
ト
ス
」
　
と
の
連
続
性
を
認
め
得
る
の
で
あ
る
。
動

詞
「
ス
」
　
は
外
に
現
れ
る
動
作
を
表
現
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
「
ム
ト
ス
」
は

「
ム
」
　
に
比
し
て
、
客
観
性
を
増
し
た
対
他
的
な
（
他
者
を
意
識
し
た
）
表
現
に

な
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
表
現
主
体
自
身
の
意
志
を
表
現
す
る
場
合
は
、

意
志
に
基
づ
い
て
対
他
的
に
行
動
し
て
み
せ
る
こ
と
を
意
味
し
、
対
者
に
対
す
る

ふ
る
ま
い
と
し
て
そ
の
意
志
の
内
容
を
述
べ
る
こ
と
が
基
本
的
用
法
と
考
え
ら
れ

る
。
従
っ
て
、
意
志
を
外
に
表
す
即
ち
実
行
に
移
す
こ
と
の
対
他
的
な
表
明
や
描

写
に
な
る
こ
と
が
、
「
ム
ト
ス
」
　
の
基
底
に
あ
る
特
異
性
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

ム
ズ
や
ム
ト
為
・
ム
ト
ス
が
（
対
他
）
的
（
或
は
「
他
者
に
属
す
る
こ
と
」

の
）
表
現
に
与
る
こ
と
を
特
徴
と
す
る
こ
と
は
、
意
志
表
現
（
表
H
）
　
か
ら
だ

け
で
な
く
、
意
志
以
外
の
用
法
に
つ
い
て
み
た
衷
m
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。

即
ち
、
表
H
か
ら
は
他
者
の
意
志
を
主
に
表
す
こ
と
、
表
Ⅲ
か
ら
は
意
志
以
外

の
推
量
な
ど
も
表
現
主
体
以
外
の
他
者
に
属
す
る
こ
と
を
表
現
す
る
の
に
主
に

用
い
ら
れ
る
こ
と
が
判
る
。
ム
ズ
と
ム
ト
為
・
ム
ト
ス
の
本
来
的
な
表
現
性
は
、

表
I
・
H
・
m
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
表
現
主
体
以
外
の
（
他
者
に
属
す
る

こ
と
）
と
把
握
さ
れ
る
も
の
を
表
現
す
る
こ
と
に
あ
り
、
そ
の
延
長
上
に
、
表

現
主
体
自
身
の
こ
と
を
他
者
と
の
関
係
で
把
捉
し
表
現
し
よ
う
と
す
る
（
対
他
）

的
意
志
表
現
と
い
う
特
徴
的
な
性
質
が
存
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ム
ズ
だ

け
に
関
し
て
い
え
は
、
ム
ト
為
・
ム
ト
ス
以
上
に
動
作
性
（
動
詞
「
ス
」
　
の
機

憶
）
　
は
弱
め
な
が
ら
も
、
な
お
（
対
他
）
的
な
意
識
の
強
い
表
現
と
い
う
方
面

の
表
現
性
を
強
め
な
が
ら
、
「
ム
」
　
な
ど
の
他
の
推
丑
の
助
動
詞
と
は
異
質
な

表
現
価
値
を
明
確
に
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

三
、
活
用
形
か
ら
見
た
特
徴

ム
ズ
に
つ
い
て
、
ム
と
の
比
較
と
ム
ト
為
・
ム
ト
ス
と
の
連
続
性
を
中
心
に

考
察
し
た
の
で
、
次
に
ム
ト
為
・
ム
ト
ス
と
の
差
異
を
中
心
に
検
討
し
、
ム
ズ

独
自
の
特
異
性
や
表
現
価
値
に
つ
い
て
更
に
考
え
て
み
た
い
。

ま
ず
、
ム
ト
為
・
ム
ト
ス
・
ム
ズ
の
差
異
が
明
確
に
な
る
の
は
、
そ
の
出
現

の
形
（
活
用
形
）
　
に
お
い
て
で
あ
る
。
三
者
の
出
現
状
況
を
活
用
形
に
よ
っ
て

分
類
す
る
と
表
Ⅳ
の
よ
う
に
な
る
。
表
Ⅳ
か
ら
看
取
で
き
る
よ
う
に
、
ム
ズ
は

ム
と
同
じ
活
用
形
で
し
か
出
現
し
な
い
。
こ
れ
は
ム
ト
為
・
ム
ト
ス
の
方
が
、

ム
ズ
に
比
す
る
と
、
未
だ
動
詞
「
ス
」
　
の
意
義
を
残
し
て
い
た
　
（
た
め
に
各
活

11
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（8）

用
形
を
完
備
し
て
い
る
）
　
と
見
得
る
の
に
対
し
て
、
ム
ズ
は
既
に
一
語
化
し
て

ム
と
同
じ
く
「
辞
」
的
に
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
の
一
つ
の
現
れ
で
あ
ろ
う
。

ム
ズ
に
な
い
未
然
形
と
連
用
形
の
ム
ト
為
・
ム
ト
ス
は
助
動
詞
ム
・
キ
・
ケ

リ
・
ツ
・
ク
リ
や
助
詞
テ
な
ど
を
下
接
す
る
例
で
あ
る
。

○
仏
ケ
説
テ
宣
バ
ク
「
汝
善
ク
聴
ケ
此
翁
ハ
…
鹿
ヲ
射
ト
思
テ
待
ナ
立
リ
シ
間
俄
工
虎
来
テ
喰
ム

ト
為
シ
時
猟
師
虎
ノ
難
プ
免
カ
レ
ム
カ
為
ノ
l
二
略
）
」
　
　
　
　
　
〔
今
昔
　
巻
こ

○
而
ル
。
唐
。
波
ヱ
ト
為
シ
時
。
先
ッ
宇
佐
ノ
宮
。
詣
テ
「
道
ノ
間
海
ノ
怖
レ
元
ク
シ
テ
平
空
渡

シ
給
へ
」
ト
祈
り
申
シ
給
ケ
ル
l
l
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
今
昔
　
巻
〓
〕

○
小
僧
出
来
テ
云
タ
「
（
略
）
　
此
′
男
ハ
我
力
為
工
恩
ヲ
施
セ
ル
老
也
…
海
人
ノ
為
。
被
引

捕
テ
命
，
被
殺
ム
ト
セ
シ
。
男
ノ
慈
ノ
心
，
発
シ
テ
亀
買
取
テ
命
，
助
ケ
チ
（
略
）
」

〔
今
昔
　
巻
一
七
〕

○
陶
朱
雷
人
ヲ
見
テ
我
レ
田
ヲ
作
テ
徳
付
カ
ン
ト
セ
シ
カ
ト
モ
更
。
徳
ツ
カ
ス

〔
三
教
指
帰
注
〕

〇
人
ノ
頸
キ
ラ
レ
ハ
ソ
レ
ニ
カ
バ
リ
テ
頸
ヲ
モ
キ
ラ
レ
テ
シ
ニ
ナ
ム
ト
セ
ソ
ト

思
ヰ
テ
侯
へ
ハ
イ
カ
サ
て
こ
モ
学
問
モ
ナ
ニ
モ
ソ
ノ
時
は
シ
サ
ー
ム
ス
ル

事
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
却
廃
忘
記
　
上
巻
〕

○
葬
送
ノ
時
。
仏
末
世
ノ
衆
生
ノ
父
母
ノ
養
育
ノ
恩
ヲ
不
報
サ
ラ
ム
事
，
試
シ
ノ
給
ハ
ム
カ
為
ノ
▼
－

御
棺
ノ
荷
ハ
ム
ト
為
給
7
時
ユ
大
地
震
動
シ
世
界
不
安
ス
　
　
　
〔
今
昔
　
巻
二
〕

○
ア
ク
イ
ヵ
子
ア
リ
毒
イ
ト
ナ
ッ
ク
毒
イ
ト
イ
フ
コ
ト
ハ
セ
メ
テ
ノ
悪
人
ナ

リ
ケ
レ
ハ
ム
マ
レ
ム
ト
シ
ケ
ル
ニ
毒
ノ
フ
リ
ケ
ル
ニ
ヨ
リ
テ
毒
イ
ト
ハ
ナ

ッ
ク
ル
ナ
リ
ケ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
法
華
百
座
間
書
抄
〕

〇
位
ノ
鬼
ノ
云
ク
「
（
略
）
洋
三
キ
モ
ト
メ
エ
タ
ル
ソ
コ
ニ
シ
テ
即
ト
ラ
ヘ
ム

ト
シ
ツ
ル
ヲ
四
天
王
ノ
使
ト
イ
フ
物
来
テ
（
略
）
」
　
　
〔
三
宝
絵
詞
　
中
巻
〕

○
其
本
意
ハ
諸
仏
ハ
衆
生
ヲ
ア
ハ
レ
ム
衆
生
諸
仏
，
信
ス
　
（
略
）
衆
生
ノ
心
ヲ

ヤ
ハ
ラ
ケ
テ
仏
界
ニ
ヒ
カ
ム
ト
シ
タ
ル
ナ
リ
　
〔
光
言
句
義
釈
聴
集
記
〕

右
の
ム
ズ
に
な
い
未
然
形
・
連
用
形
の
用
法
に
お
い
て
は
、
ム
ト
為
と
ム
ト
ス

が
末
だ
動
詞
「
ス
」
　
の
意
義
を
残
し
て
い
る
こ
と
が
よ
り
明
確
に
特
徴
付
け
ら

れ
る
。
就
中
、
ム
ト
為
の
「
為
（
す
）
」
　
は
実
質
動
詞
と
し
て
の
性
格
を
強
く

持
ち
な
が
ら
機
能
し
て
い
る
と
認
め
得
る
。
同
様
に
仮
名
表
記
の
ム
ト
ス
も
、

助
詞
「
ト
テ
」
を
介
す
る
「
～
ム
ト
テ
ス
」
　
の
場
合
や
複
合
動
詞
の
形
で
の
動

詞
「
ス
」
が
実
質
的
意
味
を
持
っ
て
機
能
す
る
す
る
の
と
同
様
に
、
一
語
化
し

て
い
な
い
次
の
如
き
例
も
あ
る
。

○
其
ノ
預
カ
リ
ノ
云
ク
「
和
尚
ハ
早
失
給
。
キ
葬
送
‡
ト
テ
ス
ル
処
。
草
鞋
片
足
許
ア
リ
テ
身

体
ハ
元
ソ
サ
レ
ハ
其
由
，
啓
ル
へ
キ
也
」
　
云
ケ
レ
ハ
　
　
　
　
　
　
　
〔
打
開
集
〕

○
又
善
妙
寺
二
我
力
流
ハ
多
ト
マ
リ
テ
侯
也
小
事
ト
モ
ー
ソ
ラ
イ
タ
ラ
テ
カ

マ
へ
テ
ク
モ
タ
ム
ト
シ
ア
ヒ
テ
オ
ハ
シ
マ
ス
カ
故
也

〔
却
廃
忘
記
　
上
巻
〕

し
か
し
、
仮
名
表
記
ム
ト
ス
の
方
は
、
ム
ト
為
に
比
し
て
、
そ
の
動
作
性
が
よ

り
稀
薄
に
な
り
、
「
ス
」
が
実
質
的
意
味
を
失
っ
て
形
式
化
し
た
も
の
も
あ
る
。

○
梵
網
経
杯
乃
玉
ハ
ク
「
モ
シ
国
王
ノ
位
，
ウ
ケ
ム
ト
セ
ん
時
転
輪
王
ノ
位
，
ウ

ケ
ム
時
百
官
マ
テ
位
，
ウ
ケ
ム
時
一
－
ハ
マ
ツ
菩
薩
ノ
戒
ヲ
ウ
ク
へ
シ
諸
ノ
仏
悦

給
」
　
ト
イ
ヘ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
三
宝
絵
詞
　
下
巻
〕
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右
例
で
は
、
「
位
，
ウ
ケ
ム
ト
セ
ん
時
」
と
後
続
の
「
位
，
ウ
ケ
ム
時
」
　
二
例
と

の
問
に
、
有
意
的
区
別
や
意
味
・
用
法
上
の
差
異
は
認
め
難
い
。
即
ち
、
ム
な

ど
と
同
じ
く
、
ム
ト
ス
が
一
語
相
当
の
資
格
で
機
能
し
て
い
る
と
見
な
せ
る
も

の
も
あ
る
の
で
あ
る
。

次
に
特
徴
的
な
偏
在
を
認
め
ら
れ
る
の
が
、
終
止
形
と
連
体
形
に
お
け
る
三

者
の
出
現
状
況
で
あ
る
。
ム
ズ
の
場
合
、
連
体
形
に
多
い
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。

就
中
、
意
志
表
現
に
お
い
て
顕
著
で
、
終
止
形
の
四
例
に
対
し
て
、
連
体
形
は

四
一
例
を
数
え
る
。
し
か
も
、
終
止
形
と
同
じ
く
、
連
体
形
も
そ
の
多
く
が
文

末
に
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
留
意
さ
れ
る
。
そ
の
こ
と
の
意
味
や
特

性
に
つ
い
て
は
後
で
考
察
す
る
。
一
方
、
ム
ト
為
・
ム
ト
ス
を
見
る
と
、
そ
の

出
現
状
況
は
一
様
で
な
く
、
両
者
が
同
一
の
意
味
・
用
法
で
全
く
同
一
の
語
の

異
表
記
で
あ
る
と
は
考
え
難
い
程
に
、
有
意
的
な
偏
り
の
あ
る
分
布
を
示
す
こ

と
が
判
る
。
即
ち
、
ム
ト
為
が
連
体
形
に
集
中
し
（
全
体
の
九
割
）
、
ム
ト
ス

が
終
止
形
に
集
中
し
て
い
る
（
全
体
の
七
割
）
　
こ
と
が
特
徴
的
な
傾
向
と
し
て

注
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
偏
在
が
い
か
な
る
意
味
を
持
つ
か
に
つ
い
て
は
、

下
接
語
の
種
煩
と
性
質
な
ど
を
合
わ
せ
て
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に

な
る
。

四
、
下
接
語
か
ら
見
た
特
徴

そ
こ
で
、
ム
ト
為
・
ム
ト
ス
・
ム
ズ
の
下
接
語
を
、
活
用
形
別
に
整
理
し
た

の
が
次
の
一
覧
表
で
あ
る
。

ま
ず
、
ム
ト
為
の
九
割
が
集
中
す
る
連
体
形
の
下
接
語
を
見
る
と
、
接
続
助

詞
「
ニ
・
ヲ
」
や
時
を
表
す
形
式
名
詞
「
時
・
程
・
間
」
（
多
く
が
二
を
伴
っ

た
接
続
助
詞
的
用
法
）
　
な
ど
が
圧
倒
的
多
数
を
占
め
て
お
り
、
文
中
用
法
を
中

心
と
す
る
と
い
う
特
徴
的
な
傾
向
が
看
取
で
き
る
。
即
ち
、
ム
ト
為
の
特
徴
を
、

発
言
の
途
中
で
叙
述
を
展
開
す
る
達
文
機
能
を
持
っ
て
い
る
点
に
認
め
得
る
。

連
体
形
以
外
を
合
わ
せ
見
て
も
、
五
四
〇
例
中
の
四
一
八
例
（
約
八
割
）
　
が
文

中
に
用
い
ら
れ
て
、
達
文
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
動
詞
「
為
（
す
）
」
　
が
な

お
機
能
・
意
義
上
働
き
続
け
て
い
る
こ
と
の
現
れ
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ

ま
り
、
文
中
で
ム
ト
為
が
（
多
く
接
続
助
詞
等
を
伴
っ
て
）
用
い
ら
れ
る
表
現

型
は
、
行
為
の
継
起
や
並
列
を
表
し
た
り
、
後
句
に
対
し
て
原
因
・
理
由
或
は

（9）

目
的
や
情
況
な
ど
を
説
明
し
た
り
す
る
為
の
型
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
（
意
志
に

基
づ
く
）
動
作
を
描
写
し
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

○
馬
ヲ
折
返
サ
ム
l
芸
所
手
車
ソ
馬
冒
下
リ
ム
ト
為
ル
‡
鐙
ノ
下
ハ
造
ナ
ル
谷
l
；
有
レ
ハ
可
下
キ
所

克
シ
馬
少
シ
動
力
ハ
落
人
ナ
ム
ト
ス
谷
，
下
セ
ハ
十
余
丈
許
ナ
〝
下
［
　
］
也
見
〝
．
1
日
モ
暗

レ
テ
谷
底
モ
不
見
工
東
西
占
心
レ
ヌ
魂
，
イ
ッ
キ
心
騒
テ
只
今
馬
ト
共
。
死
ナ
ム
ト
ス

〔
今
昔
　
巻
一
こ

○
然
レ
パ
若
僧
寄
来
テ
男
ノ
懐
，
捜
ム
ト
為
ル
一
－
男
ノ
思
バ
ク
「
我
力
懐
l
l
刀
有
定
ノ
テ
捜
田
ナ
ム

ま
其
後
ハ
我
レ
告
．
事
不
有
シ
然
レ
ハ
我
か
身
忽
。
成
ナ
ム
ス
同
死
一
首
此
老
佃
。
取
付
テ

死
ナ
ム
」
ト
思
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
今
昔
　
巻
二
〇
〕

一
方
、
ム
ト
ス
の
方
は
終
止
形
に
多
く
、
し
か
も
そ
の
殆
ど
（
三
二
三
例
中

の
三
二
一
例
）
　
が
文
末
終
止
に
用
い
ら
れ
る
と
い
う
極
め
て
特
徴
的
な
傾
向
が

14
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認
め
ら
れ
る
。
終
止
形
以
外
の
副
詞
や
係
助
詞
な
ど
を
う
け
る
も
の
　
（
連
体
形

や
已
然
形
な
ど
）
　
も
含
め
、
単
独
で
文
末
に
位
置
す
る
も
の
が
最
も
多
い
が
、

助
動
詞
ケ
リ
・
ラ
ム
・
ナ
リ
や
助
詞
等
を
伴
っ
て
文
末
に
用
い
ら
れ
る
も
の
も

あ
る
。
そ
れ
ら
を
合
わ
せ
た
全
体
を
見
る
と
、
ム
ト
ス
は
七
割
強
（
7
4
％
）
　
が

文
末
用
法
で
あ
る
。
即
ち
、
ム
ト
ス
は
、
発
言
の
末
尾
で
結
論
的
に
述
べ
て
文

脈
を
ひ
と
た
び
止
め
る
機
能
、
い
わ
ば
言
い
納
め
機
能
を
石
し
た
語
と
い
う
こ

と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
、
動
作
性
の
「
ス
」
が
拡
大
し
て
意
味
が
広
が
り
、
文

末
の
陳
述
を
担
う
よ
う
に
な
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
そ
の
意
味
で

も
、
文
末
の
ム
ト
ス
は
一
語
相
当
の
資
格
で
「
辞
」
的
に
働
く
語
と
見
る
こ
と

が
で
き
る
。
し
か
し
、
純
粋
の
一
語
助
動
詞
「
ム
」
　
な
ど
と
は
そ
の
表
現
性
を

異
に
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
動
詞
「
ス
」
が
あ
る
程
度
形
骸
化
し
乍
も
、
陳
述

を
担
う
と
い
う
点
で
、
未
だ
そ
の
機
能
を
残
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
（
ム
ト
ス
に
は
娩
曲
の
用
法
が
無
い
の
も
そ
の
こ
と
の
一
つ
の
表
れ
か
。
）

つ
ま
り
、
ム
ト
ス
は
、
文
中
で
達
文
機
能
を
持
つ
ム
ト
為
に
比
し
て
、
動
詞

「
ス
」
　
の
形
骸
化
が
一
段
と
進
み
、
一
語
化
（
助
動
詞
化
）
　
の
程
度
を
強
く
し

て
い
る
が
、
「
ム
」
　
と
同
質
に
扱
え
る
ほ
ど
に
は
熱
合
し
て
お
ら
ず
、
動
詞

「
ス
」
　
の
機
能
が
陳
述
を
担
う
と
い
う
点
で
残
り
、
専
ら
文
末
で
そ
の
機
能
を

発
揮
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
文
末
に
来
る
こ
と
が
多
い

（
文
末
用
語
と
い
え
る
）
　
と
い
う
特
徴
が
、
ム
ト
ス
の
性
格
を
象
徴
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
推
測
す
る
と
、
中
世
以
降
「
ム
ト
ス
」

は
漸
次
動
詞
の
意
が
薄
れ
て
助
動
詞
化
を
強
く
し
て
行
く
が
、
ム
ト
ス
表
記
に

象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
ま
ず
文
末
に
於
い
て
陳
述
を
担
う
こ
と
に
よ
っ

て
助
動
詞
化
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
外
形
上
は
「
ム
ト
ス
」
　
の
異
表
記
と
見
ら
れ
る
ム
ト
為
と
ム
ト

ス
と
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
そ
の
性
質
の
総
て
を
同
じ
く
す
る
も
の
で
は
な
く
、（10）

表
記
の
相
違
が
意
味
・
用
法
の
相
違
を
反
映
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
解
り
易
い
具
体
的
な
例
が
、
両
者
が
同
じ
よ
う
な
意
味
を
有
し
な
が
ら
、

連
続
す
る
文
脈
の
中
で
出
現
す
る
次
の
よ
う
な
場
合
に
も
確
認
で
き
る
。

○
帝
釈
此
ノ
中
ス
所
ノ
事
ヲ
次
第
。
具
一
癖
給
ヒ
チ
既
l
云
衰
現
ハ
レ
テ
死
ナ
ム
ト
為
ル
天
人
，

見
給
7
召
テ
宣
7
様
「
汝
ナ
既
。
命
終
ナ
ム
ト
ス
彼
ノ
大
臣
ノ
子
ト
成
ナ
願
ヲ
溝
テ
」
ト

〔
今
昔
　
巻
二
〕

○
身
。
茄
．
病
，
受
7
日
来
，
経
テ
既
l
－
死
ナ
ム
ト
ス
其
ノ
時
。
此
ノ
人
ノ
n
U
。
火
ノ
申
見
エ
ケ
リ
此

レ
ア
見
言
リ
後
病
人
…
一
人
′
智
リ
有
ル
僧
ヲ
呼
テ
問
テ
云
ク
「
我
レ
年
来
（
略
）
罪
ヲ

造
ル
事
，
不
止
ス
シ
テ
今
死
ナ
ム
ト
為
ル
時
一
－
臨
テ
日
ノ
前
。
火
ノ
市
来
テ
我
レ
，
迎
ヘ
ム
ト
ス
然
レ

ハ
罪
造
″
老
地
獄
二
堕
ッ
ト
云
フ
事
ハ
突
言
ソ
」
　
　
　
　
　
　
〔
今
昔
　
巻
一
五
〕

右
例
は
共
に
意
志
性
の
な
い
表
現
で
あ
る
。
ム
ト
ス
と
ム
ト
為
と
の
相
違
は
、

意
味
の
違
い
に
基
づ
く
の
で
は
な
く
、
文
末
に
用
い
る
か
文
中
に
用
い
る
か
と

い
う
用
法
上
の
違
い
に
基
づ
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
「
既
。
死
ナ
ム
ト
ス
。

其
′
時
．
」
　
（
断
止
）
　
と
「
今
死
ナ
ム
ト
為
″
時
▼
」
　
（
連
続
）
　
と
の
関
係
な
ど
は
、
そ

の
典
型
的
な
姿
で
あ
る
。
ム
ト
為
が
達
文
機
能
に
関
わ
る
表
記
形
態
で
あ
る
こ

と
は
、
次
の
如
き
例
も
亦
左
証
と
な
る
。

○
其
ノ
家
′
主
ノ
物
，
酒
。
造
テ
共
，
人
。
与
へ
テ
員
，
増
シ
ナ
得
ム
ト
為
ル
。
其
ノ
時
l
l
斑
ナ
ル
小

16



牛
出
来
テ
薬
王
寺
′
内
－
1
人
テ
常
工
塔
ノ
本
．
－
臥
ス
　
　
　
　
〔
今
昔
　
巻
二
〇
〕

助
詞
「
l
こ
と
「
其
ノ
時
l
こ
と
が
、
同
じ
意
味
・
機
能
を
持
つ
に
も
拘
わ
ら
ず
、

重
榎
し
て
用
い
ら
れ
「
ム
ト
為
ル
ニ
」
と
な
る
の
は
、
ム
ト
為
が
達
文
の
表
記

］
仙
凸

形
態
で
あ
っ
た
こ
と
の
現
れ
で
あ
ろ
う
。
ま
た
一
方
で
は
、
（
意
志
）
に
基
づ

く
動
作
の
描
写
か
そ
れ
以
外
か
、
或
は
地
の
文
か
会
話
文
や
思
惟
文
か
な
ど
を

基
準
に
使
い
分
け
ら
れ
た
よ
う
に
も
見
え
る
次
の
如
き
例
も
あ
る
が
、
し
か
し
、

そ
れ
ら
の
基
準
は
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ム
ト
ス
と
ム
ト
為
と
の
間
の
相
違

を
特
徴
付
け
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
場
合
も
や
は
り
、
文
の
断
続
関
係
が
用

法
上
の
優
先
的
な
基
準
と
し
て
両
者
の
相
違
を
特
徴
付
け
て
い
る
。

○
彼
′
従
者
鱗
。
寄
テ
刀
，
以
テ
大
安
力
頭
，
刺
シ
洞
ス
（
略
）
共
時
。
大
安
驚
十
倍
チ
従

者
，
呼
フ
従
者
寄
チ
此
レ
，
見
テ
刀
，
抜
カ
ン
ト
為
竺
死
ナ
ム
ト
ス
　
　
　
〔
今
昔
　
巻
六
〕

○
母
…
女
一
－
告
チ
云
タ
「
（
略
）
家
。
帰
ラ
ム
ト
為
。
強
。
尚
我
レ
ヲ
打
ヅ
然
レ
ハ
我
レ
走
り
来
テ

汝
。
告
夕
今
供
フ
事
既
。
畢
ナ
ム
ト
ス
何
，
甚
夕
理
。
非
ス
シ
テ
苦
，
受
ケ
ム
」
ト
云
畢
テ
走
り
出
ヌ

〔
今
昔
　
巻
九
〕

更
に
、
次
に
示
す
例
は
同
一
の
文
脈
・
説
話
内
に
出
現
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、

こ
の
三
例
の
関
係
を
見
て
も
、
文
の
種
類
や
動
作
・
状
態
の
主
体
或
は
表
現
主

体
な
ど
に
よ
る
相
違
で
は
な
く
、
文
の
断
続
関
係
が
優
先
的
な
基
準
で
あ
る
と

理
解
せ
ざ
る
を
得
な
い
使
い
分
け
の
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

○
真
瞭
老
工
臨
テ
身
l
一
病
有
テ
既
。
命
終
ヱ
ト
為
″
日
弟
子
長
教
ト
云
7
個
，
呼
ヒ
寄
セ
テ

告
テ
云
ク
「
我
レ
必
ス
今
日
死
ナ
ム
ト
ス
而
〝
l
l
汝
ナ
未
，
受
ケ
不
学
サ
″
金
剛
［
　
］
　
ノ
印

契
真
言
有
り
其
レ
速
▼
－
可
教
シ
」
ト
云
チ
　
　
　
　
　
　
　
〔
今
昔
　
巻
一
五
〕

○
境
炒
…
言
，
吐
ナ
云
ク
「
境
妙
力
最
後
ノ
病
此
レ
也
此
ノ
度
必
ス
死
ナ
ム
ト
ス
」
　
云
チ
沐

浴
シ
テ
浄
キ
衣
，
着
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
今
昔
　
巻
一
五
〕

○
増
祐
弟
子
，
呼
チ
云
ク
「
我
レ
既
一
－
死
ナ
ム
ト
為
ル
事
近
ク
来
レ
リ
早
ク
葬
ノ
具
，
可
儲
シ
」

〔
今
昔
　
巻
一
五
〕

次
に
、
ム
ズ
に
つ
い
て
見
る
と
下
接
語
一
覧
か
ら
看
取
で
き
る
特
徴
的
な
こ

と
は
、
助
動
詞
「
ラ
ム
」
が
突
出
し
て
多
い
こ
と
で
あ
る
。
ム
ト
為
ラ
ム
が
七

例
、
ム
ト
ス
ラ
ム
が
八
例
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
ム
ズ
ラ
ム
は
六
四
例
を
数
え
ハ

ム
ズ
の
終
止
形
七
八
例
中
の
八
割
強
が
ラ
ム
を
下
接
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
ム
ズ
ラ
ム
は
、
純
粋
な
地
の
文
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
な
く
、
「
～
ム
ズ

ラ
ム
ト
思
」
の
型
で
思
惟
の
内
容
を
引
用
・
説
明
す
る
文
（
四
〇
例
）
か
会
話
一

文
（
二
四
例
、
内
「
～
ム
ズ
ラ
ム
ト
思
」
　
六
例
）
　
に
限
っ
て
用
い
ら
れ
る
。
ま
　
1
7

た
、
六
四
例
の
総
て
が
文
末
に
位
置
す
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
係
助
詞
の
結
び
ー

三
三
例
（
ゾ
一
例
、
ヤ
二
三
例
、
カ
一
例
、
コ
ソ
八
例
）
・
疑
問
詞
の
結
び
一

三
例
（
何
二
、
何
カ
、
イ
カ
ニ
、
イ
カ
ガ
な
ど
）
　
と
し
て
文
末
に
位
置
し
て
い

る
こ
と
が
、
そ
の
特
徴
と
認
め
ら
れ
る
。

○
舎
利
弗
日
連
ナ
ト
ノ
ヒ
ト
タ
ヒ
ニ
授
記
呈
カ
フ
ラ
サ
リ
シ
カ
ハ
イ
カ
ゝ
ア

ラ
ム
ス
ラ
ム
ト
オ
モ
ヒ
ヤ
ス
ラ
シ
ヒ
ホ
ト
ニ
カ
フ
レ
リ
ケ
ム
授
記
ハ

〔
法
華
首
座
聞
書
抄
〕

○
心
ノ
内
工
思
フ
様
「
我
力
祖
ノ
財
，
買
ハ
ム
カ
為
．
1
隣
ノ
図
。
遣
プ
ル
鎖
，
以
チ
亀
，
買
テ
止
ノ
シ

ハ
祖
何
一
虚
立
給
ハ
ム
ス
ラ
ム
」
ト
思
ヘ
ト
モ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
今
昔
　
巻
九
〕

○
書
生
・
‥
母
。
云
ク
「
（
略
）
娼
共
何
空
シ
給
ハ
ム
ス
，
ム
ト
思
フ
ナ
ム
被
殺
″
難
堪
‡
呈
増



テ
悲
．
今
ハ
早
り
入
給
呈
（
略
）
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
今
昔
　
巻
二
九
〕

〇
個
「
（
略
）
　
然
レ
ト
．
法
師
か
侯
フ
房
。
ハ
規
′
小
法
師
一
人
冒
外
。
人
モ
不
供
え
糸
徒

然
一
－
テ
佗
ソ
ク
コ
ソ
ハ
思
サ
ム
；
ノ
」
ト
云
ヒ
テ
語
ヒ
行
ク
。
　
　
　
　
〔
今
昔
　
巻
一
七
〕

本
来
ラ
ム
は
現
在
推
量
な
ど
の
意
味
を
担
っ
て
機
能
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ

る
が
、
こ
の
期
の
ム
ズ
ラ
ム
で
は
既
に
ム
ズ
と
ラ
ム
と
の
問
に
積
極
的
な
弁
別

は
し
難
く
、
二
語
が
一
体
化
し
た
情
意
的
な
推
量
の
表
現
と
な
っ
て
い
る
と
見

得
る
。
こ
の
情
意
的
表
現
と
い
う
性
質
は
、
次
に
述
べ
る
よ
う
に
、
実
は
ム
ズ

が
単
独
で
も
有
し
て
い
る
特
性
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
ム
ズ
ラ
ム
に
よ
る
表
現

は
ム
ズ
の
情
意
的
な
推
量
や
疑
惑
な
ど
を
ラ
ム
に
よ
っ
て
強
調
す
る
表
現
と
い

う
こ
と
が
で
き
る
。

こ
こ
で
前
に
返
っ
て
、
文
の
断
続
の
挽
点
で
見
る
と
、
ム
ズ
も
文
末
に
用
い

ら
れ
る
も
の
が
全
体
の
八
割
近
く
（
二
二
八
例
中
の
一
七
三
例
）
　
を
占
め
、
言

い
納
め
機
能
を
有
し
た
語
と
い
え
る
点
で
、
ム
ト
ス
と
の
連
続
性
が
認
め
ら
れ

る
。
但
し
、
先
の
下
接
語
一
覧
か
ら
も
看
取
で
き
る
よ
う
に
、
ム
ト
ス
の
方
が

単
独
で
終
止
形
で
文
末
に
位
置
し
た
の
と
異
な
り
、
単
独
で
は
連
体
形
に
な
り

（
二
〇
例
）
、
多
く
は
助
動
詞
ラ
ム
や
助
詞
ゾ
・
ニ
ヤ
・
ニ
カ
・
ニ
コ
ソ
・
カ

ナ
・
カ
シ
等
を
伴
い
、
或
は
名
詞
・
形
式
名
詞
を
下
接
し
て
体
言
化
す
る
な
ど
、

単
純
な
終
止
に
な
ら
な
い
。
更
に
、
係
助
詞
は
ム
ズ
の
下
接
語
と
し
て
特
徴
的

で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
ム
ズ
が
係
助
詞
の
結
び
に
位
置
す
る
こ
と
も
多
い
。

係
助
詞
・
疑
問
詞
と
関
わ
っ
て
用
い
ら
れ
る
と
い
う
特
徴
は
、
前
述
の
ム
ズ
ラ

ム
で
は
特
に
顕
著
で
あ
る
が
、
ム
ズ
の
用
い
ら
れ
た
表
現
全
体
を
見
た
場
合
も
、

ム
ト
為
・
ム
ト
ス
に
比
し
て
、
高
い
割
合
を
占
め
る
こ
と
が
、
次
の
表
に
よ
っ

て
確
認
で
き
る
。
特
に
、
意
志
表
現
以
外
の
文
に
用
い
ら
れ
た
ム
ズ
が
他
の
二

者
を
圧
倒
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

○
乞
食
「
ナ
ニ
ワ
サ
ヲ
シ
給
ハ
ム
ス
ル
ソ
」
卜
1
へ
ハ
「
法
花
経
，
講
セ
ム
ト

ス
ル
也
」
　
ト
コ
タ
フ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
三
宝
絵
詞
　
中
巻
〕

○
悌
ノ
軍
痴
キ
給
フ
ヲ
聞
力
如
ク
ナ
ル
支
度
ヲ
ハ
引
l
セ
の
、
封
の
ト
云

二
其
ノ
支
度
ヲ
シ
テ
説
キ
給
フ
ナ
リ
　
　
　
　
　
〔
光
言
句
義
釈
聴
集
記
〕

○
随
求
タ
ラ
ニ
ナ
ト
ヨ
ミ
テ
オ
ハ
シ
マ
サ
ム
某
甲
力
門
流
ニ
テ
コ
ソ
オ
ハ
シ

マ
サ
ム
ス
レ
l
‡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
却
廃
忘
記
〕

○
祖
ノ
軍
l
マ
ウ
テ
1
　
「
カ
ー
ル
事
コ
ソ
ア
レ
イ
カ
ゝ
セ
ム
ス
ル
苦
闘
ヰ
給
ヒ
£

市
ヤ
ア
ル
」
ト
云
フ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
打
開
集
〕

○
国
王
′
宜
バ
ク
「
地
獄
。
堕
テ
銅
燃
燈
火
－
－
身
，
被
焼
レ
刀
山
火
樹
一
－
身
，
交
ヘ
ム
時
ノ

痛
サ
ハ
去
ネ
ト
ヤ
ハ
云
ハ
ム
ス
ル
（
略
）
　
不
可
痛
ス
」
ト
宣
テ
　
　
　
　
〔
今
昔
　
巻
五
〕

○
此
ノ
訴
′
畢
テ
ム
事
今
六
月
許
。
成
ヱ
程
。
聖
人
ノ
「
講
畢
ラ
ム
日
死
ナ
ム
ス
″
ソ
」
ト
云
l
一

ヶ
ル
ヲ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
今
昔
　
巻
一
五
〕

○
男
ノ
思
ハ
ク
「
我
レ
観
音
ノ
示
現
。
依
テ
（
略
）
生
返
テ
我
力
馬
ト
成
テ
布
三
段
か
此
馬

。
成
ム
ス
笠
ヤ
」
ト
思
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
今
昔
　
巻
〓
ハ
〕

○
物
ノ
心
少
知
タ
〝
老
共
ハ
奇
異
シ
ヰ
態
ヲ
モ
為
ム
ス
ル
カ
ナ
ト
思
ヒ
ケ
リ
　
〔
今
昔
　
巻
一
九
〕

○
殿
此
，
開
食
丁
委
ク
問
や
給
ハ
ム
ス
″
カ
シ
ト
思
。
何
空
思
食
ケ
ル
言
問
．
給
事
モ
無
シ
テ
止
。
ケ

レ
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
今
昔
　
巻
二
三
〕

○
益
元
キ
事
。
依
テ
身
ヲ
徒
一
－
成
サ
ム
ス
ル
カ
ナ
ト
恩
へ
ト
モ
　
　
　
　
　
〔
今
昔
　
巻
二
七
〕
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○
弟
子
；
有
ケ
″
此
レ
，
聞
テ
怖
レ
ナ
「
老
ノ
浪
。
極
キ
恥
見
給
ハ
ム
ス
ル
御
l
房
カ
ナ
」
ト
云
テ

〔
今
昔
　
巻
二
八
〕

○
女
「
（
略
）
此
様
l
一
為
ル
事
既
一
三
庄
一
l
成
一
吾
此
冒
後
モ
亦
此
ノ
ミ
。
ソ
ハ
候
ハ
ム
ス
レ

（
略
）
」
ト
云
チ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
今
昔
　
巻
二
九
〕

○
暫
許
有
レ
ハ
同
様
ナ
ル
人
十
余
人
許
出
来
タ
リ
船
ノ
人
「
我
等
ヲ
ハ
翠
：
ス
〝
也
ケ
リ
」

〔
今
昔
　
巻
三
二

以
上
の
こ
と
か
ら
ム
ズ
の
性
質
を
考
え
る
と
、
ム
ズ
は
、
単
な
る
意
志
や
推

最
を
表
す
の
で
は
な
く
、
上
に
係
助
詞
や
疑
問
詞
な
ど
を
伴
い
、
或
は
下
に
終

助
詞
や
係
助
詞
な
ど
を
伴
う
よ
う
な
、
非
平
叙
の
情
意
性
の
強
い
表
現
文
に
与

る
こ
と
を
特
徴
と
し
て
、
他
の
語
と
は
そ
の
表
現
価
値
を
興
に
し
て
い
た
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

む
す
び
に

こ
こ
ま
で
の
考
察
で
指
摘
し
得
た
こ
と
を
基
に
、
推
論
も
交
え
な
が
ら
、
ム

ト
ス
と
ム
ズ
の
表
現
性
に
関
す
る
こ
と
を
中
心
に
簡
単
に
ま
と
め
て
む
す
び
と

し
、
卑
見
に
対
す
る
大
方
の
ご
批
正
を
仰
ぐ
こ
と
に
し
た
い
。
た
だ
し
、
本
稿

で
は
、
ム
ト
ス
と
ム
ズ
の
表
現
性
を
普
遍
的
に
論
じ
得
た
訳
で
は
な
く
、
は
じ

め
に
断
っ
た
よ
う
に
、
飽
く
ま
で
も
「
院
政
・
鎌
倉
時
代
」
　
の
「
和
漢
混
清
文
」

に
お
け
る
場
合
の
特
徴
と
し
て
指
摘
で
き
る
表
現
性
に
つ
い
て
卑
見
を
述
べ
た

も
の
で
あ
る
。
和
文
に
用
い
ら
れ
る
国
語
助
動
詞
「
む
と
す
」
「
む
ず
」
　
の
場

合
も
全
く
同
一
の
性
格
の
も
の
と
し
て
捉
え
て
よ
い
か
ど
う
か
は
改
め
て
検
討

係助詞・疑問詞の結びに関わるもの

意　　　　　　 志 そ　　　 の　　　 他

）0

の
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せ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
本
質
的
に
は
通
ず
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ム
ト
ス
と
ム
ズ
の
表
現
性
で
最
も
基
本
に
あ
る
の
は
、
そ
の
意
味
が
意
志
で

あ
れ
推
量
で
あ
れ
、
（
他
者
に
属
す
る
こ
と
）
と
把
握
さ
れ
る
も
の
の
表
現
、

或
は
他
者
が
意
識
さ
れ
た
（
対
他
）
的
表
現
に
用
い
ら
れ
る
と
い
う
性
格
で
あ

る
。
従
っ
て
、
「
意
志
表
現
」
に
用
い
ら
れ
る
場
合
は
、
表
現
主
体
以
外
（
他

者
）
　
の
意
志
や
意
志
に
基
づ
く
動
作
を
描
写
す
る
た
め
の
語
と
し
て
機
能
す
る

こ
と
が
第
一
義
的
用
法
と
い
え
る
。
し
か
し
、
相
対
的
に
は
少
な
い
が
、
表
現

主
体
自
身
の
意
志
に
関
わ
る
表
現
に
用
い
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
。
そ
の
場
合
、

表
現
主
体
自
身
の
意
志
そ
の
も
の
や
意
志
に
基
づ
く
動
作
が
、
他
者
に
向
け
ら

れ
た
り
働
き
か
け
ら
れ
た
り
、
或
は
他
者
へ
の
訴
え
・
問
い
か
け
で
あ
っ
た
り

説
明
で
あ
っ
た
り
す
る
よ
う
な
表
現
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
を
特
徴
と
す
る
。
即

ち
、
表
現
主
体
自
身
の
こ
と
も
他
者
と
の
関
係
で
把
握
し
表
現
し
よ
う
と
す
る

（
対
他
）
的
な
意
志
表
現
に
与
る
点
を
、
ム
ト
ス
と
ム
ズ
が
共
通
に
有
す
る
特

異
な
表
現
性
と
し
て
位
匿
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
ム
ト
ス
と
ム
ズ
に
共
通
す
る
表
現
性
は
、
両
者
が
動
詞
「
ス
」
　
の
意
義

を
眼
底
に
未
だ
残
し
て
い
る
こ
と
の
現
れ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
機
能
拡
大

し
た
動
詞
「
ス
」
が
形
骸
化
し
な
が
ら
も
、
外
に
現
れ
る
動
作
（
特
に
意
志
に

基
づ
く
動
作
）
を
描
写
す
る
と
い
う
他
者
性
・
対
他
性
、
或
は
文
末
で
陳
述
を

担
う
な
ど
の
点
で
そ
の
機
能
を
僅
か
に
残
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
部
分
で
他

の
推
量
の
助
動
詞
「
ム
」
な
ど
の
表
現
と
は
異
質
な
表
現
価
値
を
持
っ
て
い
た

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

因
み
に
、
ム
ト
ス
と
ム
ズ
と
の
変
遷
に
つ
い
て
推
論
を
述
べ
る
な
ら
は
、
ム

ズ
は
既
に
三
…
助
動
詞
と
し
て
機
能
し
て
お
り
、
ム
ト
ス
も
亦
、
動
詞
「
ス
」

が
動
作
性
を
弱
め
て
漸
次
一
語
化
（
助
動
詞
化
）
　
し
て
行
く
が
、
そ
れ
は
ま
ず

（12）

文
末
に
於
い
て
陳
述
を
担
う
こ
と
に
よ
っ
て
助
動
詞
化
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
過
程
の
〓
楠
が
、
本
稿
で
指
摘
し
得
た
事
象
の
中
に

窺
え
る
。
即
ち
、
院
政
・
鎌
倉
時
代
の
和
漢
混
琉
文
に
お
け
る
ム
ト
ス
・
ム
ズ

は
、
文
末
に
位
置
し
、
発
言
の
末
尾
で
表
現
主
体
の
思
想
・
感
情
や
意
見
・
判

断
な
ど
を
結
論
的
に
述
べ
る
、
い
わ
ば
言
い
納
め
機
能
を
有
す
る
点
を
、
基
本

的
な
特
徴
と
し
て
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

以
上
は
、
ム
ト
ス
と
ム
ズ
と
の
共
通
性
（
連
続
性
）
　
を
認
め
ら
れ
る
部
分
で

あ
る
が
、
一
方
で
は
両
者
の
相
違
を
認
め
る
こ
と
も
で
き
る
。
ム
ト
ス
と
比
較

し
た
場
合
、
ム
ズ
の
方
は
、
単
な
る
意
志
や
推
量
を
表
す
の
で
は
な
く
、
情
意

性
の
強
い
非
平
叙
の
表
現
文
に
用
い
ら
れ
る
性
格
の
も
の
と
捉
え
ら
れ
る
の
で

（13）

あ
る
。
そ
れ
は
、
両
者
が
共
通
に
持
つ
（
対
他
）
性
を
、
一
語
化
を
更
に
進
め

た
ム
ズ
の
方
が
よ
り
強
く
発
揮
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
（
こ
れ
は
、
ム
ズ
の
ズ
が
濁
音
で
あ
る
と
い
う
、
音
の
強
さ
が
関
係
し
て

い
る
と
見
る
こ
と
も
で
き
よ
う
か
。
）
換
言
す
れ
ば
、
ム
ト
ス
も
ム
ズ
も
〈
他

者
に
属
す
る
こ
と
）
の
表
現
或
は
（
対
他
）
的
な
表
現
に
与
る
語
と
位
置
づ
け

ら
れ
る
が
、
ム
ト
ス
が
他
者
に
属
す
る
こ
と
を
他
者
の
こ
と
と
し
て
（
場
合
に

ょ
っ
て
は
自
ら
の
こ
と
さ
え
も
）
客
観
的
に
捉
え
た
叙
事
性
の
対
他
的
表
現
に

な
る
こ
と
を
特
徴
と
す
る
の
に
対
し
て
、
ム
ズ
は
他
者
の
こ
と
で
も
幾
分
自
分
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の
側
に
引
き
つ
け
、
表
現
主
体
の
感
情
や
判
断
を
交
え
た
叙
情
性
の
対
他
的
表

現
に
な
る
こ
と
を
特
徴
と
す
る
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。
斯
る
点
で
、
ム
ズ
は
特

徴
的
表
現
性
を
明
確
に
し
、
他
の
推
量
の
助
動
詞
と
は
異
な
る
表
現
価
値
を
持
っ

て
存
在
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

最
後
に
、
特
に
ム
ズ
に
関
し
て
、
そ
の
最
も
本
質
的
な
表
現
性
を
他
者
を
意

識
し
た
（
対
他
）
的
表
現
と
い
う
点
に
認
め
る
立
場
は
、
こ
れ
ま
で
に
諸
先
学

に
よ
っ
て
ム
ズ
の
特
徴
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
き
た
こ
と
と
矛
盾
す
る
も
の
で
は

な
く
、
諸
先
学
の
指
摘
と
本
稿
で
の
指
摘
と
は
緊
密
に
関
連
し
得
る
も
の
で
あ

る
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
尚
、
先
学
の
高
論
を
極
簡
単
に
整
理
す
る
と
、

（
1
●
）

次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
ム
ト
ス
と
の
対
比
か
ら
指
摘
さ
れ
た
点
は
、
和

文
（
系
資
料
）
・
会
話
文
・
ロ
　
（
頭
）
　
語
調
の
文
に
用
い
ら
れ
る
語
で
あ
る
こ

と
、
心
理
的
描
写
・
自
然
的
状
態
的
表
現
に
関
与
す
る
こ
と
、
確
信
を
も
っ
て

の
推
量
を
表
す
こ
と
な
ど
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
他
に
ム
ズ
の
特
質
と
し
て
、

作
者
の
主
観
的
立
場
の
表
現
・
切
迫
し
た
事
態
の
推
孟
・
主
観
的
推
量
・
強
い

意
志
・
ベ
シ
の
持
つ
表
現
と
の
類
似
性
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。

▽
　
（
対
他
）
的
表
現
は
、
表
現
主
体
と
対
老
（
聞
き
手
）
　
と
で
構
成
す
る
場

に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
が
意
識
的
に
明
確
に
さ
れ
た
表
現
で
あ
る
と

い
え
る
。
そ
の
場
と
は
主
に
会
話
（
対
話
）
　
の
世
界
で
あ
り
、
そ
こ
に
用
い

ら
れ
る
よ
う
な
対
他
性
を
特
徴
付
け
る
語
で
あ
れ
ば
、
当
然
会
話
・
談
話
・

口
頭
語
調
の
文
に
偏
在
す
る
と
い
う
慣
向
が
項
著
に
表
出
す
る
こ
と
に
な
る
。

ム
ズ
の
特
徴
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
き
た
口
頭
語
性
は
、
正
に
そ
れ
が
対
他
性

の
強
い
表
現
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

▽
　
会
話
（
対
話
）
　
の
世
界
で
は
、
表
現
主
体
（
会
話
主
）
　
が
そ
の
責
任
に
お

い
て
断
り
言
い
納
め
る
表
現
が
多
く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
発
言
の

末
尾
で
結
論
的
に
述
べ
る
言
い
納
め
機
能
を
有
す
る
こ
と
が
、
ム
ズ
の
特
性

の
一
つ
と
し
て
指
摘
で
き
る
。
つ
ま
り
、
そ
う
い
う
ム
ズ
の
特
性
と
会
話
の

世
界
の
表
現
の
特
性
と
は
密
接
に
関
係
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ

る
。

▽
　
更
に
、
表
現
主
体
の
責
任
に
お
い
て
断
り
言
い
納
め
る
と
い
う
こ
と
は
、

表
現
主
体
の
思
想
・
感
情
・
判
断
に
基
づ
い
て
表
現
す
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
表
現
は
情
意
的
主
観
的
表
現
に
な
。
易
い
。
こ
の
こ
と
は
、
論
理
的
骨
一

組
み
に
な
る
こ
と
の
多
い
　
（
或
は
そ
れ
を
要
求
す
る
）
　
地
の
文
の
表
現
に
は
、
　
2
1

ム
ズ
が
あ
ま
り
用
い
ら
れ
な
い
（
相
応
し
く
な
い
語
）
と
い
う
こ
と
に
も
通
－

ず
る
。

▽
　
そ
の
情
意
性
・
主
観
性
の
高
じ
た
表
現
は
、
強
調
・
詠
嘆
の
表
現
と
見
る

こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
対
他
的
に
情
意
や
主
観
に
基
づ
い
て
表
現
す
る
非

平
叙
文
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
を
、
ム
ズ
の
特
徴
と
し
て
捉
え
る
こ
と
も
可
能

で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
ム
ズ
の
最
も
基
本
的
な
特
質
で
あ
る
対
他
性
と
言
い

納
め
機
能
と
が
会
話
文
末
で
発
揮
さ
れ
、
情
意
性
（
叙
情
性
）
　
を
強
め
た
も

の
が
強
調
・
詠
嘆
の
よ
入
ノ
な
非
平
叙
の
表
現
文
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
表
現

に
与
る
点
に
、
ム
ズ
の
特
徴
的
表
現
価
値
が
存
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

疑
問
詞
や
係
助
詞
・
終
助
詞
な
ど
と
伴
に
用
い
ら
れ
る
比
率
の
高
さ
は
、
そ



う
い
う
一
面
が
象
徴
的
に
表
出
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

▽
　
以
上
の
よ
う
な
ム
ズ
の
特
性
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
推
量
表
現
な
ら
は
主
観

（15）

的
推
量
或
は
確
信
を
も
っ
た
推
量
、
意
志
表
現
な
ら
ば
強
い
意
志
を
表
す
と

さ
れ
、
地
の
文
に
用
い
ら
れ
た
場
合
は
、
作
者
の
主
観
的
立
場
の
表
現
で
、

心
理
的
・
情
意
的
表
現
で
あ
る
と
捉
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

▽
　
ム
ズ
に
つ
い
て
ベ
シ
の
持
つ
表
現
と
の
類
似
性
が
指
摘
さ
れ
る
こ
と
も
あ

る
。
本
稿
で
問
題
に
し
た
対
他
性
と
い
う
観
点
か
ら
も
、
両
者
間
に
類
似
性

が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
思
う
。
特
に
意
志
表
現
に
つ
い
て
み
た
場
合
、
ベ
シ

の
意
志
表
現
は
、
ム
の
そ
れ
に
比
し
て
、
対
他
性
を
強
く
持
つ
点
を
特
徴
と

（15】

す
る
と
い
う
主
旨
の
こ
と
を
以
前
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
。

▽
　
ム
ズ
は
和
文
資
料
に
多
く
用
い
ら
れ
る
。
こ
と
が
ら
本
位
に
そ
の
伝
達
を

主
と
し
、
叙
述
に
お
け
る
論
理
の
l
質
を
め
ざ
し
た
訓
読
文
に
少
な
い
の
に

対
し
て
、
聞
き
手
へ
の
語
り
か
け
を
心
が
け
る
と
い
う
聞
き
手
本
位
の
「
か

な
散
文
」
　
（
和
文
）
　
に
多
く
用
い
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
も
、
ム
ズ

の
情
意
性
や
対
他
性
と
い
う
特
徴
の
一
面
を
象
徴
し
て
い
る
と
解
釈
で
き
る

の
か
も
し
れ
な
い
。

注
（
1
）
吉
田
金
彦
「
今
昔
物
語
集
に
お
け
る
推
量
語
「
む
ず
」
「
む
と
す
」
　
の
用
法
」
　
（
『
訓

点
語
と
訓
点
資
料
』
1
9
、
昭
和
三
六
年
一
一
月
）
・
同
「
中
古
・
近
古
に
お
け
る
推
畳
語

「
む
ず
」
・
「
む
と
す
」
　
の
用
法
」
（
『
国
語
と
国
文
学
』
3
9
・
3
、
昭
和
三
七
年
三
月
）
・

同
「
「
む
ず
」
　
（
ん
ず
）
　
の
成
立
」
　
（
『
国
語
国
文
』
3
1
・
8
、
昭
和
三
七
年
八
月
）
・
小

林
芳
規
「
中
世
片
仮
名
文
の
国
語
史
的
研
究
」
（
『
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
』
3
、
昭
和

四
六
年
三
月
・
同
「
鎌
倉
時
代
の
口
頭
語
の
研
究
資
料
に
つ
い
て
」
　
（
『
鎌
倉
時
代
語
研

究
』
1
1
、
昭
和
六
三
年
五
月
）
・
関
一
株
「
平
安
和
文
に
お
け
る
推
哀
辞
「
む
ず
」
　
と

物
語
用
語
「
む
と
す
」
」
　
（
二
二
二
）
　
（
山
口
大
学
『
文
学
会
志
』
　
4
1
、
平
成
二
年
一

二
月
・
『
山
口
国
文
』
1
4
、
平
成
三
年
五
月
）
・
菅
原
範
夫
「
延
慶
本
平
家
物
語
の
「
ム

ズ
」
小
考
」
　
（
『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』
1
4
、
平
成
三
年
一
〇
月
）

（
2
）
本
稿
で
調
査
対
象
と
し
た
資
料
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

今
昔
物
語
集
（
東
京
大
学
国
語
研
究
室
資
料
叢
書
『
今
昔
物
語
集
一
～
六
』
（
汲
古

書
院
）
、
但
し
未
刊
・
欠
巻
部
分
に
つ
い
て
は
、
日
本
古
典
文
学
大
系
『
今
昔
物
語
集
』

（
岩
波
昏
店
）
）
・
打
開
集
（
東
辻
保
和
『
打
開
集
の
研
究
と
総
索
引
』
（
清
文
堂
）
）
・

法
華
百
匹
閲
書
抄
（
小
林
芳
規
『
法
華
百
座
間
吉
抄
総
索
引
』
（
武
蔵
野
書
院
）
）
　
二
二

教
指
帰
注
（
築
島
裕
・
小
林
芳
規
『
中
山
法
華
経
寺
亭
三
二
教
指
帰
注
総
索
引
及
び
研
究
』

（
武
蔵
野
書
院
）
）
・
明
恵
上
人
夢
記
（
高
山
寺
資
料
致
欝
『
明
恵
上
人
資
料
第
二
』

（
東
京
大
学
出
版
会
）
）
・
却
廃
忘
記
（
同
上
）
・
光
言
句
義
釈
聴
敷
記
（
同
上
）
・
三
宝

絵
詞
（
日
本
古
典
文
学
影
印
葉
刊
『
三
宝
絵
詞
　
明
恵
上
人
伝
』
（
貴
重
本
刊
行
会
）
）

（
3
）
閃
一
雄
「
平
安
和
文
に
お
け
る
推
量
辞
「
む
ず
」
　
と
物
語
用
語
「
む
と
す
」
」
（
こ
・

（
二
）
　
（
山
口
大
学
『
文
学
会
志
』
4
1
、
平
成
二
年
一
二
月
・
『
山
口
国
文
』
　
1
4
、
平
成

三
年
五
月
）

（
4
）
和
文
語
と
漢
文
訓
読
語
と
い
う
位
相
差
が
語
彙
の
レ
ベ
ル
で
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
、

従
来
着
目
さ
れ
、
そ
の
性
格
が
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
単
に
語
形
対
立
（
類
義
語
の
二
形

対
立
）
　
だ
け
で
な
く
、
そ
の
位
相
差
は
語
法
上
の
対
立
関
係
も
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
が
、
自
立
語
（
例
え
ば
副
詞
の
如
き
）
　
に
限
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

論
者
は
、
付
属
語
に
お
い
て
も
同
一
語
の
語
法
的
対
立
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
、
こ
れ

ま
で
に
論
じ
て
き
た
。
そ
こ
で
は
、
和
漢
混
清
文
に
お
い
て
は
、
付
属
語
の
意
味
・
用
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法
が
和
文
に
お
け
る
も
の
ほ
ど
複
雑
で
は
な
く
、
そ
の
語
の
よ
り
本
質
的
な
部
分
が
現

れ
易
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。
ム
ズ
と
ム
ト
ス
に
つ
い
て
も
そ
う
い
入
ノ
観
点
で
な
が
め
て
、

そ
の
差
異
を
明
ら
か
に
し
得
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

（
5
）
注
（
1
）
論
文
、
並
び
に
以
下
の
論
文
。
山
内
洋
二
郎
「
助
動
詞
「
う
ず
」
　
に
つ
い

て
ー
連
体
形
終
止
の
異
例
と
し
て
ー
」
　
（
『
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
』
幻
－
3
、
昭
和
三

一
年
八
月
）
、
蜂
谷
清
人
「
助
動
詞
「
入
ノ
」
「
入
ノ
ず
」
「
う
ず
る
」
　
の
語
形
・
用
法
に
関

す
る
一
考
察
－
狂
言
古
本
を
中
心
に
ー
」
　
（
『
国
語
学
』
8
6
、
昭
和
四
六
年
九
月
）
、
山

田
潔
「
推
量
の
助
動
詞
「
入
ノ
」
「
入
ノ
ず
」
「
入
ノ
ず
る
」
　
の
一
考
察
－
キ
リ
シ
タ
ソ
資
料
に

お
け
る
実
体
－
」
　
（
『
学
芸
国
語
国
文
学
』
7
、
昭
和
四
七
年
一
一
月
）
、
安
達
隆
一

「
天
草
版
平
家
物
語
の
「
ウ
・
ウ
ズ
・
ウ
ズ
ル
」
　
に
つ
い
て
二
）
－
い
わ
ゆ
る
原
拠

本
と
の
比
較
を
通
し
て
み
た
－
」
　
（
『
解
釈
』
、
昭
和
四
七
年
二
月
）
、
迫
野
虔
徳
「
「
ウ

ズ
」
　
に
つ
い
て
」
（
『
文
学
研
究
』
8
7
、
平
成
二
年
三
月
）
、
山
田
潔
「
助
動
詞
「
ウ
ズ
」

の
表
現
性
」
　
（
『
国
語
国
文
』
蘭
・
6
、
平
成
三
年
六
月
）
、
菅
原
範
夫
「
「
う
ず
」
　
の

消
滅
過
程
」
（
『
小
林
芳
規
博
士
退
官
記
念
国
語
学
論
集
』
汲
古
書
院
、
平
成
四
年
三
月
）
。

（
6
）
以
下
、
「
む
す
ぴ
に
」
　
の
前
ま
で
の
本
論
中
で
、
括
弧
付
き
の
「
ム
ト
ス
」
　
を
用
い

る
こ
と
が
あ
る
。
ム
ト
為
と
ム
ト
ス
と
の
表
記
の
区
別
を
問
題
に
し
な
い
　
（
ム
ト
為
・

ム
ト
ス
の
両
方
を
意
味
す
る
）
場
合
、
或
は
従
来
の
よ
入
ノ
に
所
謂
（
一
語
相
当
の
）
　
助

動
詞
と
し
て
故
人
ノ
場
合
は
、
「
ム
ト
ス
」
　
と
表
記
し
た
。
但
し
、
「
は
じ
め
に
」
　
「
む
す

ぴ
に
」
　
に
お
い
て
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

（
7
）
拙
稿
「
『
今
昔
物
語
集
』
に
お
け
る
「
ム
ト
ス
」
「
ム
ト
為
」
「
ム
ガ
為
」
－
「
為
」

と
の
関
係
か
ら
－
」
（
『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』
1
8
、
平
成
七
年
）
　
で
論
じ
た
こ
と
に
基
づ

く
0

（
8
）
命
令
形
に
つ
い
て
は
、
ム
ト
為
・
ム
ト
ス
が
助
動
詞
「
ム
」
を
承
け
た
上
で
の
行
為

を
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
為
に
、
出
現
し
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
「
む
」
　
が
推
量

や
意
志
と
い
っ
た
未
確
認
・
非
現
実
の
こ
と
な
ど
を
表
す
も
の
で
あ
る
為
に
、
そ
の
内

容
が
命
令
の
形
で
表
現
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。

（
9
）
文
中
用
法
で
は
「
～
ム
ト
為
ル
ニ
」
　
の
形
に
な
る
も
の
が
最
も
多
く
二
九
九
例
）
、

後
句
に
対
し
て
情
況
・
目
的
や
原
因
・
理
由
を
説
明
す
る
為
に
用
い
ら
れ
た
表
現
塾
で

あ
る
。
こ
の
形
は
、
意
味
や
構
文
的
性
格
・
表
現
性
と
い
う
点
で
、
「
～
ム
ガ
為
ニ
」

や
漢
字
「
為
」
と
の
関
係
が
深
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
既

に
拙
稿
（
注
（
7
）
論
文
）
　
で
論
じ
た
。

（
1
0
）
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
拙
稿
（
注
（
7
）
論
文
）
　
で
も
述
べ
た
。
こ
こ
で
は
、
文
の

断
続
関
係
に
関
し
て
の
み
改
め
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

（
1
1
）
ム
ト
為
が
普
通
に
言
い
納
め
横
紙
を
有
し
て
い
た
と
認
識
さ
れ
て
い
れ
ば
、
「
～
待
ム

ト
為
。
其
′
時
．
1
～
」
　
と
さ
れ
る
方
が
語
法
上
の
無
理
が
無
い
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も

「
其
ノ
時
．
二
　
を
承
け
る
「
ム
ト
為
」
（
終
止
形
）
　
の
例
は
他
に
も
無
く
、
そ
の
意
味
を

表
す
の
に
は
「
～
ム
ト
為
ル
時
ニ
～
」
　
や
「
～
ム
ト
為
（
ル
）
　
：
～
」
な
ど
が
用
い
ら
れ

る
。
意
味
上
全
く
同
じ
で
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
ム
ト
為
に
「
～
ム
ト
為
。
其
′
時
一
一
～
」

は
無
く
、
一
方
、
ム
ト
ス
に
「
～
ム
ト
ス
ル
ニ
～
」
　
が
殆
ど
無
い
。
注
（
7
）
拙
稿
参

照
。

（
1
2
）
話
し
手
の
立
場
の
直
接
表
現
で
、
か
つ
　
「
詞
」
　
を
統
一
す
る
枚
能
を
持
つ
こ
と
が

「
辞
」
　
の
性
質
で
あ
る
と
す
る
見
方
で
言
え
ば
、
表
現
主
体
の
思
想
・
感
情
を
反
映
す

る
語
と
し
て
の
文
末
の
ム
ト
ス
・
ム
ズ
は
、
極
め
て
辞
的
性
格
の
強
い
語
で
あ
る
と
見

る
こ
と
が
で
き
る
。

（
1
3
）
前
注
と
同
じ
見
方
で
吾
人
ノ
と
、
ム
ズ
が
ム
ト
ス
よ
り
も
辞
的
性
格
が
強
か
っ
た
こ
と

の
表
れ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ム
ト
ス
に
比
し
て
、
動
詞
「
ス
」
　
の
影
響
か
ら
解
放

さ
れ
た
熱
合
度
の
高
い
〓
語
助
動
詞
と
し
て
検
能
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ム
ト
ス
な
ど

の
意
味
・
用
法
と
の
差
異
を
明
確
に
し
、
ム
ズ
が
独
自
性
を
持
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
話

し
手
の
立
場
の
直
接
表
現
で
、
思
想
・
感
情
を
反
映
す
る
語
で
あ
り
、
特
に
そ
の
情
意

性
を
強
く
す
る
語
と
し
て
機
能
し
た
か
ら
こ
そ
、
ム
や
ム
ト
ス
な
ど
の
他
の
推
量
の
助

動
詞
と
は
異
な
る
表
現
価
値
を
持
っ
て
存
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
1
4
）
注
（
1
）
・
（
5
）
に
掲
げ
た
高
論
の
中
か
ら
、
本
稿
と
関
係
す
る
と
こ
ろ
を
中
心
に
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（
1
5
）
こ
れ
も
対
他
性
の
強
さ
か
ら
導
か
れ
る
一
つ
の
特
徴
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
会
話
文

に
お
い
て
は
、
対
審
や
第
三
者
に
行
為
や
そ
の
影
響
が
及
ぶ
意
志
と
し
て
表
明
す
る
の

で
あ
る
か
ら
、
強
い
意
志
と
か
確
実
性
が
高
い
と
か
言
う
こ
と
に
な
る
。

（
1
6
）
拙
稿
「
中
世
和
漢
混
清
文
に
お
け
る
助
動
詞
「
む
」
・
「
べ
し
」
　
に
つ
い
て
－
（
意
志
）

の
意
味
・
用
法
を
中
心
に
－
」
　
（
『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』
　
1
2
、
平
成
元
年
）
。
意
志
表
現

に
お
け
る
「
べ
し
」
　
の
一
つ
の
特
徴
と
し
て
、
言
語
主
体
が
自
分
自
身
の
意
志
を
、
相

手
を
眼
前
に
し
て
直
接
に
表
明
す
る
　
（
口
頭
の
会
話
文
と
い
う
形
を
と
る
こ
と
が
多
い
）

場
合
に
専
ら
用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
言
語
主
体
が
他
者
の
意
志

を
間
接
的
に
述
べ
る
場
合
に
は
、
専
ら
「
む
」
　
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
と
対
照
的
で
あ
る
。

即
ち
、
「
む
」
　
に
比
し
て
、
「
べ
し
」
　
の
意
志
表
現
は
対
他
性
を
強
く
持
っ
て
い
る
点
に

特
徴
が
あ
る
と
い
え
る
。

［
付
記
］

本
稿
は
、
平
成
七
年
度
鎌
倉
時
代
語
研
究
会
夏
期
研
究
集
会
に
お
い
て
口
頭
発
表
し
た

内
容
を
基
に
成
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
対
他
性
・
他
者
性
や
文
の
断
続
と
の
関
係

と
い
入
ノ
観
点
に
つ
い
て
は
、
平
成
五
年
・
六
年
の
同
研
究
会
で
の
口
頭
発
表
で
も
、
そ
の

主
旨
を
部
分
的
に
述
べ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

－
　
た
な
か
・
ま
さ
か
ず
、
兵
庫
教
育
大
学
助
教
授
1
－

芸
否
貝
近
著
紹
介
》

〔
継
承
と
展
開
5
〕

中
古
文
学
の
形
成
と
展
開
　
中
古
か
ら
中
世
へ

諜
敬
忙
編

「
二
研
の
会
」
　
の
メ
ソ
バ
ー
に
よ
る
論
集
の
第
五
集
。
い
わ
ゆ
る
王
朝
文
学

に
関
す
る
研
究
を
収
め
た
前
冊
に
続
い
て
、
王
朝
末
期
か
ら
中
世
前
期
の
文
学

を
対
象
と
し
た
論
文
集
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
構
成
は
次
の
通
り
。

『
は
い
ず
み
』
試
論
（
吉
山
　
裕
樹
）
　
『
在
明
の
別
』
再
考
－
家
の
存
続

と
血
の
舶
壷
∵
－
（
西
本
　
案
子
）
　
唐
物
語
の
方
法
－
「
望
夫
石
」
　
の
場

合
－
〈
増
田
　
欣
）
　
「
酒
式
」
致
（
山
崎
　
誠
〉
　
冥
途
考
－
古
一

興
文
学
に
見
え
る
あ
の
世
－
（
黒
木
　
　
香
）
　
続
・
女
神
考
－
女
神
の
　
2
4

嫉
妬
を
め
ぐ
っ
て
－
（
田
中
学
）
　
恋
情
と
結
線
－
撰
集
抄
の
表
現
－

世
界
－
（
山
口
　
真
琴
）
　
宇
治
拾
遺
物
語
の
表
現
（
竹
村
　
信
治
）

俊
戊
と
西
行
－
そ
の
日
賛
歌
を
め
ぐ
っ
て
－
（
黒
川
　
昌
享
）
　
鳥
の
歌

を
読
む
－
『
正
治
初
度
百
首
』
　
の
一
考
察
－
（
山
崎
　
桂
子
）

（
A
五
版
　
二
二
六
頁
一
九
九
五
年
六
月
、
和
泉
書
院
　
八
二
四
〇
円
）

tosho-seibi-repo
長方形




